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令和元年９月三種町議会定例会会議録 

 令和元年９月１２日三種町議会を三種町議会議場に招集した。 

 

一、出席した議員は、次のとおりである。 

     １番  三 浦   敦    ２番  平 賀   真 

     ３番  伊 藤 千 作    ４番 

     ５番  児 玉 信 長    ６番  清 水 欣 也 

     ７番  加 藤 彦次郎    ８番  後 藤 栄美子 
     ９番  成 田 光 一   １０番  大 澤 和 雄 
    １１番  高 橋   満   １２番  工 藤 秀 明 
    １３番  堺 谷 直 樹   １４番  安 藤 賢 藏 
    １５番  小 澤 高 道   １６番  金 子 芳 継 

 

一、欠席した議員は、次のとおりである。 
    なし 

 

一、遅参した議員は、次のとおりである。 

    なし 

 

一、早退した議員は、次のとおりである。 

    なし 

 

一、地方自治法第１２１条の規定により、説明員として出席を求めた者並びに委任を受

け出席した者は、次のとおりである。 

 

町 長  田 川 政 幸  副 町 長  檜 森 定 勝

総 務 課 長  石 井 靖 紀  企 画 政 策 課 長  金 子  孝

税 務 課 長  金 子 英 人  町 民 生 活 課 長  高 橋  泉

福 祉 課 長  加 賀 谷  司  健 康 推 進 課 長  佐 々 木 恭 一

農 林 課 長  寺 沢 梶 人  商工観光交流課長  桜 庭 勇 樹

建 設 課 長  進 藤  敦  上 下 水 道 課 長  近 藤 光 明

琴 丘 総 合 支 所 長  工 藤 一 嗣  山 本 総 合 支 所 長  工 藤 伸 也

会 計 課 長  平 澤 仁 美  教 育 長  鎌 田 義 人

教 育 次 長  畠 山 広 栄  農業委員会事務局長  佐 藤 慶 一

代 表 監 査 委 員  田 中 金 光     

 

一、本会議の書記及び職務のため出席した職員は、次のとおりである。 

議 会 事 務 局 長  後 藤  誠  議 会 事 務 局 主 査  池 内 和 人

議 会 事 務 局 主 事  近 藤 亜 美     
 



- 48 - 

一、本日の会議に付した事件 

 第１ 一般質問 

 

議長 金子芳継は、令和元年９月１２日、出席議員が定足数に達したので、本会議を開

会する旨宣告した。（午前１０時００分 開会） 

 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 おはようございます。 
 ただいまの出席議員数は１５名であり、定足数に達しております。 
 本日の会議を開きます。 
 日程第１．一般質問を行います。 
 順次発言を許します。 

 ６番、清水欣也議員。６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 おはようございます。 
 きょうの私のテーマは２つでございます。一つはゆめろんとゆうぱるの入

館料の値上げについて、もう一つはぷるるん事業についてであります。 
 まず、この入館料の値上げについてでございますけれども、町当局はその

ゆめろんとゆうぱるの入館料を、この１０月から、４００円から５００円に

値上げしようとしております。そして、その値上げの主な理由を、灯油の値

上がりにその根拠を置いているわけですけれども、私はこの値上げの本当の

理由というのは灯油の値上がりにあるんではなくて、サービスやこの入浴環

境など、こういう質が低下してきている。そのことによる入館者数の減少に

伴って経営が思うようにいかなくなってきたというのが本当のところではな

いかと思っております。 
 ですから、今回の問題というのは、灯油の値上がりというよりは経営全体

の問題と捉えるべきであって、その観点に置いてどうしても値上げが必要と

いうのであれば、値上げ全額を入館料にしわ寄せするのではなく、営業品目

全体の売上原価に転嫁した形で値上げ分を、つまり１００円分を吸収すると

いうのが筋道ではないかということでございます。入館者のうちで入浴だ

け、お風呂に入りに来るという、そういう利用客が圧倒的であります。その

人達の負担を軽くすべしということでございます。 
 それにしても、今回の措置にはいろいろな問題が考えられますので、議席

についてからその問題について、ゆめろんを代表させた形で議論をしていき

たいと思います。 

 次に、ぷるるん事業についてでございます。 

 このぷるるん事業については、これまで１億２，５００万円の費用が投入

されてまいりました。ですけれども、その予算執行というのは、極端な言い

方をすれば、法律も財務規則などの会計ルールも、私たち議会も要らないと

言っても過言ではないような実態の中で行われてきました。そのぷるるんが
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みずから事業の拠点と位置づけてきてはばからなかったふるさと資源情報セ

ンターを今回撤退するに及んで、結局ぷるるん事業というのは一体何だった

んだろうかと、改めてそういう思いをしているところでございます。 
 そこで、ここに至っては、ふるさと資源情報センターが目的外使用だとの

批判を免れるためのカモフラージュやアリバイ工作などの不毛な策を弄する

のではなくて、潔く交付金を返還し、当該センターが新たな方向づけを持っ

て再出発するという選択をとるべきであると思います。 

 それにしても、これまで行われてきましたずさんな会計処理は、公的な機

関として決して許されるべきものではないのであって、町民の信頼を得るた

めにも町は厳正な調査をする義務があると思います。これがきょうの質問の

趣旨でございます。 
 不適切な会計処理の部分に関しましては、今町で調査をしております。そ

ういうところなので、詳しいことはその結果を待つことにするわけですが、

今回は行動的というか基本的というか、そういう問題を中心にその指摘や質

問をしてまいりたいと思います。 
 まず最初に、どうしたことでしょうか、このぷるるんが昨年の途中からそ

の拠点施設としていたふるさと資源情報センターから突然撤退をいたしまし

た。また、地域農産物加工販売事業支援施設、余り文章が長いので、以後加

工所と言うことにしますけれども、この加工所もふるさと資源情報センター

に併設という当初の計画を、途中から旧山本観光物産センターに変更いたし

ました。これらのことによって、昨年から観光情報発信機能だとかいろいろ

なその三大役割、センターとぷるるんの三大役割、このほとんどが形骸化し

てしまっております。当該情報センターの存立意義ももうすでになくなって

いる。ですから、ぷるるんへの町の補助金の一部を返還させる、そして国の

交付金を国に返還すべきである、そう思います。大体、あのセンターをつ

くった目的は何だったんだろう、そういうことでございます。 
 それから、２つ目は、あそこのぷるるんがあのセンターからほかのところ

に拠点を移したと、そういうことにした理由は何なんだろうかということで

ございます。また、その町がそのことに同意した、その根拠は何だろうかと

いうことでございます。このことは、担当課からも観光協会からも、その他

これまでぷるるん事業に関連した事業に携わった方々に聞いても、誰一人と

して教えてくれる人がおりませんでした。担当課も知りませんでした。担当

課が知らないということはどういうことなのでしょうか。 

 ３つ目であります。 
 ふるさと資源情報センターと加工所というのは、町の行政財産でありま

す。この行政財産でありながら、施設管理やその費用負担等をこの使用施設

の使用者、使っている者にその全てを委ねている状況にあります。こういう

管理の形は、行政財産の性質上、法的に問題があると思いますがいかがで

しょうかという質問です。 
 ４つ目であります。 
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 三種町ＤＭＯ計画、それからぷるるんの営業事業戦略、いろいろこれまで

多額の費用をかけて注ぎ込んで、さまざまな計画立案をほかの機関に委託を

してまいりました。その後、これらの委託成果を受けて、町としてどのよう

に成案にしたか。つまり、町としての計画をどのように立てたのかどうかと

いう質問でございます。また、平成３０年度までに達成すべきいろいろなＫ

ＰＩ、重要業績評価指標というものを掲げておりますけれども、それが果た

してどうなったんだろうかという質問であります。 

 その他本事業の問題点について、議席についてから関連質問をいたしたい

と思います。 
 壇上からは以上でございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番、清水欣也議員の壇上での質問が終わりました。 

 当局の答弁を求めます。町長。 
町  長 （ 田川政幸 ） 

 おはようございます。 
 それでは、清水欣也議員のご質問にお答えをいたします。 

 はじめに、ゆめろんとゆうぱるの入館料の値上げについてお答えします。 
 入館料の改定につきましては、本年３月定例会の一般質問でも同様のご指

摘があり、入館料の改定について再度検討を行ったところでございます。 
 入館料を改定した場合としない場合の経営試算については、さきの議会全

員協議会でもご説明いたしましたが、ご指摘のあった「灯油の値上がりに特

化」しているのではなく、原油価格の高騰による灯油及び電気料の値上がり

と、１０月からの消費税増税分を加味して試算しており、入館料を据え置い

た場合の令和元年度の決算予測では、ゆめろんが１９８万円、ゆうぱるが１

６７万円、それぞれ赤字になると見込んでおります。逆に入館料を値上げ

し、なおかつ入館者が昨年と同数程度の場合には黒字となる見込みでござい

ますが、入館者が昨年比で５％程度減少した場合は、入館料を値上げしても

両施設とも赤字になると予測しております。 
 入館者の減少については、ゆめろん、ゆうぱるだけの問題ではなく、近隣

類似施設も同様の課題を抱えており、地域全体の人口減少や、一般家庭の娯

楽やレジャーへの消費額が減っていることなどの社会的要因が影響している

ものと推察しております。とはいえ、議員ご指摘のとおり、サービスの低下

などにより入館者のさらなる減少を招かぬよう、鋭意営業努力していかねば

ならないと考えております。 

 また、経営の見直しについてですが、ゆめろんの昨年度決算では、灯油に

よる床暖房を電気によるエアコン暖房に切りかえ、灯油使用量の節約を図っ

ているほか、料理の仕入れの見直し等による原価率の引き下げを実施するな

ど収益改善にも努めており、その結果、かろうじて黒字を確保している状況

にあります。 
 また、ゆうぱるについては、ご承知のとおりレストランがなく、入館料と
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売店売上が直接売上高に直結している中で、野菜直売部門の売上がここ数年

安定してきており、入浴客のみならず付近住民にも貴重な売店として認知さ

れており、なお一層の販売向上に努めると同時に、光熱水費など一般管理費

の経費削減にも努めております。 
 今年度はゆうぱるで改修工事が行われ、今後のリニューアル効果も期待し

ておりますが、同時にサービスの質の向上や各種イベントを開催し、入館料

値上げによる客離れを招かぬよう、サービスの拡充を図るなど、経営の安定

化に努めてまいります。 
 また、ご質問後段の「値上げ分を入館料だけでなく営業品目全体に転嫁す

べきでは」とのご質問でございますが、条例に規定のないレストランや宴会

の料金設定につきましては、最終的には指定管理者の経営判断で実施すべき

ものと考えております。また、入館料が主な収入源となっているゆうぱるに

ついては、他の営業品目への転嫁が難しい状況であります。 
 このたびの入館料の値上げは、現行条例に基づき、上限額の範囲内で、指

定管理者が承認を得て行うものであり、入館料を据え置く場合は指定管理料

の増額、いわゆる税金の投入が必要となり、町外利用者の分も税金で負担す

るという不合理が生じることから、全利用者の方々から一定の負担をしてい

ただきたいと考えた結果であります。 

 なお、常連客の負担軽減の拡充を図るため、特別割引料金の見直し議案を

本定例会に提案しておりますので、よろしくご審議くださるようお願いをい

たします。 

 続きまして、ぷるるん事業の総括と交付金等の返還についてお答えいたし

ます。 

 初めに、１点目の「ぷるるんの事務所移転により交付金等の返還が必要で

は」についてでございますが、地方創生加速化交付金の実施計画では、農産

物と地域観光の発信拠点を構築し、地方創生加速化交付金の事業を効果的で

実りあるものとするため、ふるさと資源情報センターを設置することとして

おります。 

 現在の状況としては、平成２９年度から３０年度途中までは、ＮＰＯ法人

ぷるるんと三種町観光協会がこの施設を事務所として使用しており、平成３

１年度からは主に三種町観光協会が交流スペースを含め、事務所として使用

しております。なお、ぷるるんの事務スペースは、ぷるるんが商品等のＰＲ

展示を行っている状況であります。 

 町としては、加速化交付金で整備したふるさと資源情報センターは、現在

ぷるるんの事務所としての利用はないものの、じゅんさいのＰＲや地域観光

の情報拠点として活用されていること、また事業も継続して実施しているこ

とから、加速化交付金の実施計画にあるように、農産物の地域観光の発信拠

点に合致した事業を行っているものと考えており、ぷるるんの拠点移転に伴

う交付金等の返還は考えておりません。 
 次に、２点目の「拠点移転への町の同意理由」でございますが、ぷるるん
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が平成３１年度以降の自立を考慮した場合に、ふるさと資源情報センターと

加工所の２カ所を維持管理するには多額の資金が必要となることから、より

合理的な運営を行うため、法人が経営判断により加工所に事務所を移転する

こととしたものでございます。 
 町としても、法人の経営状況から、平成３１年度以降の法人の自立を考え

ますと、やむを得ない判断であったと考えております。 

 次に、３点目の「行政財産の管理について」でございますが、ふるさと資

源情報センターと加工所の運用については、設置条例・規則に基づき、行政

財産の使用許可により行っているところでございます。施設管理につきまし

ては、行政が直接使用することを想定したものでない公共用財産であること

などから、使用者による管理としているところでございます。また、費用負

担につきましては、流動的な経費である光熱水費や通信費等については、規

則に基づき使用者負担としているところでございます。 
 次に、４点目の「各種業務委託の成果品に基づく、町の成案及びＫＰＩ目

標の達成状況について」でございますが、これまで交付金により各種計画や

事業戦略等を委託しておりますが、町が成果品を受け計画や戦略を検討する

ものではなく、事業実施主体である法人の事業構想やマーケティング計画等

であることから、成果品を法人に貸与し、法人で営業戦略等に活用されてい

るところでございます。 
また、ＫＰＩ、重要業績評価指標の達成状況でございますが、１つ目の指標

である地域会社ぷるるんの販売額は、目標８２０万円に対し実績が６３５万

５，０００円、２つ目の指標であるＪＧＡＰじゅんさいの取扱量は、目標

９，０００キログラムに対し実績が３，６０１キログラム、３つ目の指標で

ある新規雇用者数は、目標１０人に対し実績が２人となっております。いず

れの指標とも目標値を下回っておりますが、ＪＧＡＰ農家の拡大と販路拡大

が進んでいないことが要因と考えております。 
 ＫＰＩの達成状況が低いことから、今後当該事業についてＰＤＣＡサイク

ルによる事業評価を行い、改善を検討していかなければならないものと考え

ております。 
 以上でございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 当局の答弁が終わりました。 

 ６番、清水欣也議員の再質問を許します。６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 ゆめろんの、第１番目の問題ですけれども、このゆめろんには今まで多額

の経費を投入してまいりました。２７年度、２８年度で５億１，２００万円

の金をかけて大改修をしたわけであります。それから、２９年度と３０年度

では１，５００万円の投資をしております。そのほかに、毎年約３，０００

万円の指定管理料を投入しております。大変な金額であります。これは、特

に大改修経費を投入した目的というのは、施設改修という、そういう目的が
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あったわけですけれども、もっと大きい理由は経営改善を図るという、そう

いう目的であの大改修は行われたわけであります。それは当時の町長がこの

議会で答弁をしております。経営改善のためにあの大改修をするんだと。 
 ところが、５億円以上もかけて、３年もたたないうちに赤字になる。だか

ら値上げをしなければならないという話になった。あのときの話からして、

こういう状態になるものだろうかと不思議でならないんですけれども、町

長、こういうことが町民の理解を得られると思いますか。そのあたりを

ちょっとお聞かせください。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 
町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えをいたします。 

 大規模改修、その利に関して、経営が安定するというところでございます

けれども、正直今回消費税も上がるということと、先ほども申し上げました

とおり、燃料そして電気料の上昇ということで、そのほかにもいろいろな仕

入れ、そういうところが経費を圧迫しておると聞いております。今回の値上

げはそういうところに起因するということでありますので、ぜひご理解をい

ただければありがたいと思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 ５億１，２００万円のときに、私もこれ申し上げましたけれども、いずれ

最初のうちはいいけれども、必ずまた下がってくるんだよっていう話をしま

した。結果的にそうなったわけですけれども、今町長が言った何点かの増

額、経費の増要素を申し上げましたけれども、この増要素なんて大したこと

ないんじゃないですか、今までの何年間を分析しますと。最も大きいのは利

用者の減なんです。これが一番大きい。 
 今ゆめろんはどうなっているんでしょうか。３年もたたないうちに赤字に

なる。利用者は減少していく。これ今ゆめろんはこれからどうなっていくん

でしょうね。町長、ここのあたりを考えてみたことはありますか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えをいたします。 

 入館者の減少ではありますけれども、やはり人口減少、そして高齢化とい

うことで、利用者が徐々に少なくなってきたんであろうということは感じて

おります。 
 ただ、今後なかなか入館者がふえない、ふえていくというのもなかなか想

像しづらい部分はありますので、そういう部分で利用者の負担をお願いした

いということになろうかと思います。 
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議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 電気料だとか灯油だとかで、たかだか年に１００万円か２００万円なんで

す。それが赤字の原因だというふうに皆さんは叫んでいるけれども、そこに

原因があるんじゃなくて、実際は入館者の減少が一番大きな問題なんです。

だから、この点についてメスを入れないと私は大変なことになると思ってお

ります。 
 それで、その利用者数の減の話ですけれども、昨年度は１．７％減、３，

０００人の減にとどまっているわけです。それが今回、今度５％、つまり

８，０００人以上の減少を見込むということは、これはどういう根拠に基づ

いてその５％なのか。１．７％が突然５％に上がった。ところが３１年度は

５％減少のままで行くという、そういう計画なんです。１．７％から５％に

落ちる、その次はそれ以上落ちないという、そういう計画になっているんで

すけれども、ここのあたりの説明をしていただきたい。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 ５％減というのは、前の、平成２６年度に３００円から４００円に入館料

を改定したときの減少率がマイナス３．１％でございました。そこら辺から

考慮いたしまして、５％という数字はある意味現実的なのかと考えておりま

す。 

 以上でございます。（「だからその翌年度の減少なしという、その理由は

何でしょう」の声あり） 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 いずれこれからいろいろなイベント、それからサービスの向上等を図って

いって、入館者の客離れが起きないよう経営努力をして、横ばいで推移する

という考えでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 次に入ります。 
 最近もみ殻の燻炭を使った燃料棒、このぐらいの太さの棒状のものを大潟

村で開発をして、ゆめろんでそれを使うということで、契約を締結したとい

う話を聞いたんですけれども、これは事実ですか。それは何に使うものなん

でしょうか。ちょっと教えてください。 
議  長 （ 金子芳継 ） 
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 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 もみ殻ボイラーということで、現在の原油タンクのところに、原油タンク

の温泉水をもみ殻ボイラーを使用して加熱すると。そして、本ボイラーのほ

うにお湯を送って本ボイラーの灯油代を減少させるという、そういう計画で

ございまして、施設の整備は国の補助を受けまして、設置は全額負担という

形になり、ゆめろんのほうでは施設の管理保守のほうをやるということで契

約を進めているところでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 これは施設の根本的な管理という部類に入るから、これはあくまでも町と

してこれを提案しなければならないんじゃないでしょうか。 
 それと、こういうことをしてまでも今の温泉を、いわば追い炊きをしなけ

ればならないという状況になっているのかと。いったい今の源泉というの

は、温度は何度で、それから湧出量はどのぐらいでというのは今わかります

か。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

湧出量等はちょっと把握してございませんが、源泉の温度は２０度、二十

五、六度ぐらいだと思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 平成２５年２月２８日に分析した結果では、今のゆめろんの温度は２８．

９度であったんです。それから湧出量は毎分２３０リットルであったわけで

す。当初あそこができたときに四十何度だったんです。それがだんだんだん

だん下がってきて、ついに２５度まで下がった。今課長のおっしゃったこの

温度。２５度を下がると温泉法からいって温泉という名称をつけられないこ

とになっているんです。そうすると、冷泉ゆめろん温泉という話になってく

るわけですけれども、そういうことでますます加温、追い炊きが必要になっ

てきて、今のもみ殻の燻炭までも使わなければならなくなった。 

 町長、このままいきますと２５度じゃなくて２０度とかって下がった場

合、何としますか、これ。このゆめろんの温度、湯を、温泉水をどのように

考えたらいいんでしょうか。このまま下がっていても一生懸命追い炊きして

使うと、こういうような考え方でしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 
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 町長。 
町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えをいたします。 
 ゆめろんは砂丘温泉として今経営しております。仮に冷泉となった場合は

いろいろ考えなきゃいけないと思うので、ちょっとかけ流しは難しいんです

が、ただ当町の貴重な財産だと思っておりますので、可能な限り経営は続け

ていきたいと、このように思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 いずれこの最も大事な源泉がこの状態ですので、一つこれは、これからは

ゆめろんは何としたらいいのか、基本的な考え方をしていかなければならな

いと思います。 
 次に、ぷるるんの話に入ります。 
 国に町が申し立てて交付金を受ける際に、こういうような申し立てを国に

いたしております。ぷるるん事業の運営責任は、推進主体であるぷるるんが

その責任を負うと。こういうふうに国に申し立てをしております。ぷるるん

事業、即センターの運営であります。これで、この責任はぷるるんがどのよ

うに負うんでしょうか。 
 つまり、あそこのセンターというのはぷるるんの拠点施設だということで

国に申し立てて交付金をもらっているわけです。ところが、今その拠点施設

から出て行って、ぷるるんはそのまま、じゃああの施設はどうなのか。その

責任は誰が負うんですか。そういう質問でございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 ぷるるんの経営責任ということでございますが、会社の、法人の運営全般

をぷるるんが責任を持つということと考えております。 

 あと、センターから撤退したということではございますが、現在もまだ商

品の展示スペースとして活用しておりますので、完全にセンターから撤退し

たとは考えておりません。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 ぷるるんの事業に対して、ぷるるんが自分の経営責任を負うのは当たり前

の話です。わざわざそれを国に言うなんておかしい話で、今町が進めている

この事業の責任はぷるるんが責任を負うという話です。自分の会社の責任を

自分が負うのは当たり前の話で、それをわざわざ国に対して申し立てる必要

はないんじゃない。町がこの事業を進めるに当たって誰が責任を負うかとい
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うのは、ぷるるんだって、そういうふうに書いているわけです。それが突然

あそこから抜けて、その責任はどうするのかっていう、そういう聞き方をし

ているんです、私は。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 この実施計画の表記の仕方につきましては、そのセンターを維持するの

が、ぷるるんが主体的に行うということも書いておりますが、この事業の目

的である農産物の販売、販路拡大、そこら辺の経営責任といいますか、事業

の遂行責任をぷるるんが担うという、そういう考えだと思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 苦しい答弁ですね。それだったらあの表現書く必要ないです、国にわざわ

ざ。 
 あのセンターができた最も大きな理由、これはもちろん国に対して主張し

ている町の話です。それを私これから申し上げますと、センターというのは

ぷるるんの機能を最大限に発揮させるためだそうです。それから、センター

はぷるるんの拠点だと言っているんです。それからＤＭＯ計画では、セン

ターはぷるるんの社屋だと言っているんです。それが出ていくわけですか

ら、これは責任問題じゃないですか。 

 それから、何のためにじゃああの建物を建てたのかと。これは町の責任

じゃないですか。ここのあたりを私は聞いているわけです。町長、いかがで

しょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 ぷるるんがあそこから撤退というわけではございませんけれども、そのふ

るさと資源情報センターで農産物の情報発信をするという、そういう計画も

ございます。現在は加工所のほうでその情報発信をしているわけでございま

して、事業そのものが中止になったわけではござませんので、目的には合致

していると町のほうでは考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 だから私アリバイ工作だと言っているんです。あそこの部屋、皆さんごら

んになりましたか。あの小さいエリアに籐で編んだかごを並べておいて、こ

れがぷるるんの事業が、役割がまだあるんだからセンターの機能は残ってい

るんだって、そんな話できますか。だから私当初アリバイ工作をするなって
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言っているんです。１０％残っているんですよね、あそこに。９０％が観光

協会でいろいろな負担をすると、管理をすると。１０％が、ぷるるんの事業

としてあそこに残すと。だからぷるるんはちゃんとその機能があるんだと、

こういう理屈です。つまり、ぷるるんはあそこのセンターを必要とする度合

いが、ぷるるんには１０％しかないということです。 
 私はぷるるんという法人の存在、それからぷるるんの活動そのものをどう

のこうの言っているんじゃないんです。ああいうふうにして、今私が申し上

げたような目的でもってあそこの施設を建てたんだから、もう既にその目的

は失して、もうなくなっているんでしょうと。だから補助金を返すべきだと

いう判断なんです。 
 そうすると、あそこは１０％使っているからぷるるんは、その構想は、ぷ

るるんの夢はまだあそこに残っているんだって、こう言うでしょうけれど

も、あの現実はどうなんですか。まさに目的外使用だということを免れるた

めに、あそこに１０％の印をちょこっと残した、こういうだけの話じゃない

ですか。だったら、壇上で申し上げたとおり、そんなことは、いいわけをや

めて、じゃああそこは今度は観光協会が全部あそこを仕切って、こういう事

業をやってこうやっていくと、そういうふうに新たな方針を、大転換をし

て、そちらのほうに進めるべきではないかという話です。ちんたらちんたら

あのままで、１０％残っているからこれはいいんですってずっと行くんです

か。観光協会だって、今私方ここをやれっていったって、何とすればいい

かって、恐らく不安に思っているはずです。 

 で、町長にお聞きしますけれども、あそこをこれからどうしていくんです

か。ちょっとそこのあたりを聞かせてください。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 
町  長 （ 田川政幸 ） 

 今後ですけれども、やはり目的としてある観光拠点というか、情報発信の

拠点として、観光協会も含めて有効活用をしっかり考えなければいけないと

思っております。 
 現在はまずぷるるんの事業もそこで一部行っているということですので、

ぷるるん事業自体はまだ終わっておりませんし、皆さんがまだ努力している

部分もありますので、そこはしっかりこれから意見をして盛り上げていかな

ければいけない部分はあると思います。そして、将来はどのような形になる

かを含めて、まだまだ検討する部分はあるかと思いますが、よろしくお願い

します。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 では、さっき私が言ったセンターの設立目的、あれはどうなるんですか。

もっと言い方を変えれば、何のためにあの施設をつくったんでしょうかとい
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うことです。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 ふるさと資源情報センターの設置目的でございますが、事業開始前の議案

審議等でもご説明しておりますが、観光情報発信機能、それからＪＧＡＰ

じゅんさいの販売、Ｅビジネス機構機能、地域住民の交流の場として整備し

たものでございます。 

 ただ、ぷるるんが現在事務所を移転したということで、この販売とかＥビ

ジネス機能の部分につきましては現在加工所のほうで、場所を変えて運営し

ているということでございます。場所は変わったわけでございますが、事業

そのものは継続して実施しているという考えでございますので、ご理解を願

いたいと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 ぷるるんの事業に対して私とやかく言っているんじゃないんです。あそこ

の目的はどういう、じゃあどうしますかと言っているんです。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 いずれこのぷるるんの事務所移転につきましては、県のほうとも協議いた

しまして、事務所としての活用をされていないものの事業には合致している

という県のほうの判断もございましたので、ご理解をお願いしたいと思いま

す。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 だから、国に交付金を、銭こをもらうときにしゃべったことがみんな嘘っ

ぱちになってしまった。そう思いませんか。あの交付申請書、町長ごらんに

なりましたか。町がどういうことを国に対して述べてお金をもらったか、交

付申請書をちょっと今回でもごらんになったことはありますか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 済みません、まだしっかり目を通しておりません。申しわけございませ

ん。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
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 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 次に入ります。 
 少なくとも返還、百歩譲って返還が必要なしとした場合でも、少なくても

移転に要した経費、それからいなくなった後の施設管理費は返還すべきだ

と、させるべきだと、ぷるるんから。そう思いますが、いかがでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 補助事業の実施機関である平成３０年度まではぷるるんがそこを事務所と

して使用するということで費用負担をしております。（「だから、いなく

なったからどうするんだって」の声あり） 

 ぷるるんが撤退といいますか移転した後もそこの維持管理経費は発生して

おりますので、補助対象にはなると考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 いなくなった後のを補助対象にするんですか。そういう補助金ってあるん

でしょうか。 
 それから、移転経費はどうするんですか。抜けていくための費用も補助す

るわけだ。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 いずれ交付金の実施計画の中に、地域会社の持続維持の経費というかかり

方もしておりますので、移転に伴う経費も補助対象となっておるところでご

ざいます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 当初の補助金は、３０年の途中から移転するなんて考えて補助要綱をつ

くったわけじゃないでしょう。 

 次に入ります。 
 その施設管理、非常に私問題があると思うんですけれども、行政財産を観

光協会とか、これ後でそういう形になったんですが、最初はぷるるん、ぷる

るんがなぜ行政財産を管理するんですか。関連委託、業務委託を結んでおり

ますか。それとも指定管理ではないんですよね。業務関連委託も結んでいな

くて、どうして行政財産をぷるるんが管理することができるんでしょうか。 
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議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 あの建物につきましては、条例上施設を提供するという事業目的になって

ございます。したがいまして、使用される方が特定されるということで、そ

の方から管理もやってもらっているという状況でございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 ああいう施設の提供ですか。行政財産が施設の提供できるんですか。あれ

は単に使用許可でしょう。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 条例上の事業のところの第３条の部分になりますが、事務所その他活動の

ための施設を提供することということで条例のほうにうたわれております。

そういう意味で提供という言葉は使いましたが、実際は使用許可という形で

やっております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 総務課長、ちょっと答弁してください。行政財産をどんな形であれ、ぷる

るんに管理させることは可能ですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 総務課長。 

総務課長 （ 石井靖紀 ） 

 お答えいたします。 
 商工観光課長が申し上げておりますとおり、ふるさと資源情報センターの

条例に基づき使用許可をしているところでございますけれども、本来であれ

ば行政財産ですので町が基本的な管理はすべきものとは考えております。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 そのとおりです。もしぷるるんに管理させるのであれば、業務委託契約を

町と正式に締結するしかないんです。もしくは指定管理をするか、この２つ

の方法しかないんです。使用許可を与えて、それが管理させるなんて、それ

はあり得ない話です。 
 それから、次に入ります。 
 三種町ＤＭＯ計画、いろいろな計画があるんですけれども、この３つの計
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画がありました。ＤＭＯ計画、それからぷるるんの事業戦略策定、それから

もう一つ、首都圏における法人確立のための販売策。これで、これの３つに

対して約８００万円を投入しているんです。この計画は町が立案を委託した

んです。８００万円をかけて。 
 例えばＤＭＯ計画なんていうのは、これは三種町版のＤＭＯ計画をつくる

ということでこれを、金を投入しているわけです。だから、それをじゃあ三

種版をつくりましたかって聞いているんです。それから、２つ目の事業戦略

は、これはつくりましたかって。 
 委託する際にこう書いてある。ぷるるん事業を実効性のあるものに導くた

め、専門的知識や実績を有する事業者に営業戦略及び事業戦略の策定に関す

る支援を委託すると言っているんです。３番目の首都圏における云々も、販

売、方策、立案を委託するって書いてあるんです。 

 つまり、この業者に委託したところからいろいろな案を受けて、町が成案

をつくるっていう話じゃないんですか。こうやって書いてあるのに、何でぷ

るるんがつくるんですか。町がつくるんです。それが、だからつくりました

かって聞いているんです。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 営業戦略等につきましては、本来であれば法人が委託するべきものと考え

ております。あと、ＤＭＯ計画につきましては町全体の計画でございますの

で、受けてまた町が計画を策定する必要があると思いますが、まだ計画の策

定までは至っておりません。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 この委託契約にはそう書いてあるって言うんです。町が委託したんです

よ。 
 だから、こういうふうにこの委託事業、ぷるるんに関する投入した経費の

中には、いろいろな無責任なやつがいっぱいある。ＤＭＯ計画なんていうの

はもう能代山本広域でこれをやろうというふうにもうなっているんです。そ

れがわざわざ三種町版をつくるって言うんだから、じゃあ三種町はできまし

たかって聞いているんです。 
 次に入ります。 

 ここで、このぷるるん事業、特にぷるるんに対する委託費、それから補助

金のとんでもない執行の仕方について、この問題を取り上げたいと思いま

す。 

 ぷるるん事業については、町の担当課の特定の職員が、その主導によっ

て、その年度の事業を予算化して、その予算を委託費や補助金という形でぷ
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るるんに流すわけです。金を流すわけです。ところが、ぷるるんは法人とし

ては存在するけれども、実体としてはないんです。つまり、町から行った委

託費、それから補助金、そういう金を使える体制にはなっていない。そこ

で、その特定の職員の出番なんです。その職員がぷるるんにかわって、なり

かわってその委託費や補助金の金を執行するわけです。申請書それから実績

報告書もその職員が書く。で、ぷるるんの名のもとに担当課に提出するわけ

です。書くに当たって、その様式も内容もその職員の自由自在なんです。だ

から、町は補助通知を出すだけ。実績報告書もただ受けとるだけ。実績確認

もしないわけです。 
 このように、このぷるるんの委託費、補助金は、予算編成に始まって申

請、実際の金の支出、それから実績報告まで、全て町の自作自演で行われて

きたと。そういうおどろくべき実態が３年間繰り返されてきた。その金額

は、３年間で約３，０００万円。正確には２，９６７万７，４８０円。これ

がこういうやり方で執行されてきました。しかし、しかしというか、だから

というか、この委託金と補助金の執行内容を説明する職員が担当課には誰も

いない。 

 そこで町長にお聞きいたします。町はこの、我々もこのようにさせてし

まった、責任の一端は我々議会にもあるような気がいたします。ただ、町と

しては、この委託金と補助金の使い道を徹底的に調査して総括する義務があ

ると。これは町民に対しても示しがつきません、町長。だから、徹底的にこ

れを調査する。そういう義務が町にあると思いますが、いかがでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えいたします。 
 そのとおりだと思います。今しっかり調査して、皆様にご説明する機会を

設けてしっかり説明したいと思っていますので、よろしくお願いします。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 ここでもう一度、あのセンターがなぜできたかっていうことを申し上げま

す。 

 地域の観光情報の発信、ＪＧＡＰじゅんさいの販売、Ｅビジネスの経営、

それから住民交流による人材活用。これがセンターの役割であると言ってい

るんです。全く同じく、ぷるるんにもこの役割を与えると交付申請書には書

いてあるんです。それがこういうふうになっちゃっている。それで、そのた

びに出してきた金がこういうような状態なんです。だから、私はぜひこれを

徹底して調査していく必要があると思います。 
 それで、これからはちょっと細かい話になります。申しわけございません

が。 
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 平成２８年度で、町がＰＲ用に買ったじゅんさいをぷるるんが売って、ぷ

るるんの、町の収入にしないでぷるるんの収入にしているとしか考えられな

いような事例が見られるんですけれども、これはどういうことなのか。商工

観光課長か総務課長か、これを目にして一回分析してみましたでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 いずれじゅんさいの買い取りにつきましては、補助対象分についてはあく

までもＰＲの部分が補助対象部分となっているふうに認識しております。 

 ぷるるんで販売するものにつきましてはぷるるんの収益事業のほうで行っ

ているものと認識しております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 そのぷるるん事業で売った単価が１キロ当たり８，６００円を超える単価

のじゅんさいを売っているわけです。あり得ますか。 
 それで、皆さんの総合戦略だとか議会に提出した資料にはその金額は載っ

ているけれども、実績だと出ているんです。その根拠となるじゅんさいの量

がぷるるんでこのぐらいですって言っているわけです。それを割り返すと１

キロ８，６００円になるんです。そういうじゅんさいってぷるるんで出して

いるんですか。これは町のじゅんさいをぷるるんが売って、その収入にして

いるっていう、こういう証拠じゃないんですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 いずれそのぷるるんで売ったものの数量につきましては、ぷるるんからの

資料といいますか、ぷるるんからの出された資料に基づいておりますので、

そこら辺も、裏づけも含めまして、これからの町の調査の中で具体化してく

るのではないかと考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 総務課長にお願いいたします。 
 今の話も調査対象にしますよね。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 総務課長。 

総務課長 （ 石井靖紀 ） 

 お答えいたします。 
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 そのじゅんさいの保管料とかじゅんさいの流れ的なものは全て調査したい

と考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 もう一つ。 

 町で買ったじゅんさい、２，４３１．９キロ。２．４トンですか。これを

２１８万８，７１０円で町が購入しました。このじゅんさいの、この後の消

費経路と言えばいいんですか。使用経路というんですか。これを、最後まで

足取りを追跡してみましたでしょうか。見たら見たでその結果、まだわから

ないって言うならわからない、ちょっとお知らせください。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 じゅんさいの購入から加工、販売、出荷、それからサンプル提供、冷凍保

存、在庫、それから廃棄処分等についてはぷるるんから年度集計の資料提供

はございましたけれども、各年度の補助対象分について、ぷるるんの裏づけ

資料といいますか、そこら辺はまだ確認できておりません。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 私の調査した段階では、大変な、いい加減な結果が出ております。いずれ

町のほうの調査結果が出ると思いますので、その時点でまたいろいろ話し合

いをしたいと思います。 
 それで、その２８年度から３０年度まで、約３，０００万円の委託金と補

助金が出ました。この補助金の中身、相手に行った後の金の使い方、これは

誰も入っていないんです。その前段までは情報公開やら何やらで調べまし

た。町もそういう状況で頑張って調査しておりますけれども、その相手に

行った後の金の流れというのは誰もわからない。これを私は町として入るべ

きだと、調査に入るべきだと私は思うんです。いかがでしょうか、町長。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 いずれ補助対象となっている部分、委託対象となっている部分につきまし

ては、この後調査をしていきたいというふうに考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 
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 本丸に突入してください。 
 それから、最後の質問になるかと思いますが、前回のこの指摘に対する町

の調査は今どこまで進んでいるのか。最終的にそれはどのような形でその議

会に報告することにしているのか、ちょっとお聞かせ願いたいと思います。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 総務課長。 

総務課長 （ 石井靖紀 ） 

 お答えいたします。 
 現在は地方創生交付金事業にかかわる町から出た支出伝票や各契約書、そ

れから検査調書等、財務規則に関して適切にしているかどうか調査を、今終

わった段階でございます。 
 その後、いろいろちょっとさらに詳細に調査する必要があるということ

で、議員おっしゃっている委託の中身、補助金の中身、プロジェクトが支出

した関係書類を、今そこに入ろうとしている段階でございます。（「報告は

どういう形になるんですか」の声あり） 
 報告につきましては、この後調査が終わり次第町長に答申いたしまして、

それを受けて、できれば交付金の返還の可能性が大きいところもございます

ので、１２月議会前までにはご報告したいと思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 最後です。町長に、最後に締めてください。 
 １０％残っているからいいんじゃないかとか、ぷるるんが今頑張っている

からいいんじゃないかじゃなくて、あそこをどうするかっていうことについ

て根本的に考えていただきたい。今の皆さんの話を聞いていると、何とかし

て目的外使用を免れようとして、一生懸命回答に窮している。その姿を見れ

ば、ますます私はそんなことは、不毛ないいわけをやめてもうあそこをこう

するんだと、そういうふうに持っていくべきじゃないかと、そういうふうに

思っておりますけれども、最後に町長の答弁をお願いします。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 
町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えいたします。 
 設置目的も当然ありますので、この先はしっかり、今回の調査も含めて終

わった後にしっかり使い方利用の仕方を考えていきたいと思っております。

（「終わります」の声あり） 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番、清水欣也議員の一般質問を終わります。 

 次に、１１番、高橋満議員の一般質問を許します。１１番、高橋満議員。

１１番。 
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１１番 （ 高橋 満 ） 

 それでは、私から２つの点について質問をしたいと思います。 

 １つ目は、三種町ふれあいバス・巡回バスの運行についてでございます。 
 交通空白地域における住民の交通手段を確保し、住民が安心して外出でき

る持続可能な公共交通システムの構築を図るため、町内及び地区内でふれあ

いバスを運行し、巡回バスと接続する仕組みとなっており、能代などに接続

もするという、大変地域全体を網羅した仕組みだというふうに思っておりま

す。ぜひ運行に支障のないようにお願いをしたいと感じております。 
 しかし、ここで１０月１日からの試験運行の実施というふうなことで、各

家々に運行等の内容について配付されておりますけれども、１つ目に、さき

の運行の時刻表が町民に配られておりますけれども、今後利用者にどのよう

に周知、ＰＲを含めてでありますけれども、行うのか。 

 ２つ目としましては、書いておりますけれども、無料のお試し期間、非常

に聞きづらい、イメージ的には余り良い言い方ではないと思うんですけれど

も、いわゆる試行期間、実質９日、１０月１日から１１日までだと。土日、

祭日は休むんですから実質９日間ですけれども、その９日間で果たして町民

の方々に周知できるのかと、それはこの９日間と決めたその根拠、これにつ

いてまずお伺いしたいと。 

 ３つ目には、これもなんですけれども免許の返納者、これについても特典

を進めるというふうに、平成２９年ですか、当局からお話があったわけです

けれども、今回のこの中には一切入っていないというふうに思いますので、

この点についてもお聞きしたいと思います。 
 次に、新規就農者の支援事業についてでございます。 

 新規就農者を支援する農林省の「農業次世代人材投資事業」、青年給付金

というふうに前になっていたと思うんですけれども、その予算が２０１９年

度から年齢制限を、４５歳未満という大前提があったんですけれども、これ

を５０歳に引き上げ拡大されております。にもかかわらず、前年に比べて１

２％強の補助金が減額されているというふうなことでございます。 
 このような状況では、農業基盤の再建、新たな人材の確保育成に水を差す

というふうなことになりかねないので、このようなことに対して、基幹産業

である農業の成長や持続には、若者や就農者に対し、町としてはどのように

対応していくのかと、どういう対策を講じていくのかということをお伺いい

たします。 

 あわせまして、現在の当町の対象農家数、それから想定される不足金額

等々をお知らせ願いたいというふうに思います。 

 以上、壇上での質問を終わります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番、高橋満議員の壇上での質問が終わりました。 

 当局の答弁を求めます。町長。 
町  長 （ 田川政幸 ） 
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 それでは、高橋満議員のご質問にお答えいたします。 
 初めに、今後利用者にどのようにＰＲするのかについてのご質問でござい

ますが、広報みたね９月号の配布時にふれあいバス・巡回バスの運行日、乗

り方、料金、各地区のルート、時間等を掲載した時刻表を配布したところで

ございます。 
 ＰＲは、広報みたね７月号から「みたねバスだより」として、運行の内容

について毎月お知らせしており、運行開始後も引き続き広報に掲載し、ＰＲ

に努めてまいります。 
 また、地域の住民に一番身近な住民共助運行の皆様からも、運行地区での

ＰＲにご協力をいただきたいと考えております。 
 次に、２点目の「無料お試し期間が実質９日間で周知できるのか。また、

その根拠は」についてのご質問でございますが、無料お試し期間の設定につ

いては、１０月からふれあいバスを運行するドライバーや利用される方々に

なれていただくことを目的としております。 
 期間を長くすることにより多くの方々に乗車していただくことが可能には

なりますが、一方では民間事業者への影響も懸念されます。そのため、町の

公共交通会議でも９日間の日程でご了承をいただいておるところでございま

すので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

 次に、３点目の「免許返納者の特典」についてでございますが、このたび

の公共交通再編は、町内全域を対象として進め、年代に係わらずご利用いた

だける制度として実施いたします。そのため、料金についても利用される

方々の負担軽減を当初から考慮し、フリー料金３００円としたところでござ

います。 

 料金の設定に当たっては、運転免許返納者への対応も検討いたしました

が、利用される方々の中には運転免許を持っている方、持っていない方がい

ることから、両者の公平性の確保が必要なこと、また、運転免許の返納を検

討していただくためには、まず先に公共交通を充実させることが重要と考

え、町としては運転免許返納者のみへの対応は見送ることとしましたので、

ご理解をいただきますようお願いいたします。 
 続きまして、「新規就農者の支援について」のご質問にお答えいたしま

す。 

 議員ご承知のとおり、令和元年度農業次世代人材投資事業、いわゆる「年

間１５０万円給付型の新規就農給付金制度」につきましては、秋田県全体で

約６，５００万円ほどが不足している状況となっております。このため県で

は、就農直後の経営確立を目的とした「経営開始型」よりも、農業技術等の

研修期間における収入の確保を目的とした「準備型」に予算を優先配分して

おります。 
 本町では今年度、就農者７名が「経営開始型」の交付対象者となっており

ますが、要求に対して１７％減の１５３万円が不足している状況となってお

ります。 
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 今後は、県内各市町村と連携し、追加配分を求め、国への要望活動を強力

に展開してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 当局の答弁が終わりました。 
 １１番、高橋満議員の再質問を許します。１１番。 

１１番 （ 高橋 満 ） 

 まず９日間の試用と１カ月の試用の金額を教えていただきたいと思いま

す。 
 それから、あわせて民間事業者に影響を及ぼすというのはどのようなこと

を指すのかもあわせてご答弁願いたいと思います。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課  長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 
 料金の関係につきましてですけれども、巡回バス、町内町外あるわけです

けれども、１便当たりに最低１人乗った場合、１日約１万円ほどというふう

に試算しております。また、状況にもよると思いますけれども、１便当たり

平均４人ほど乗った場合は約４万円ほどになるというふうに思っているとこ

ろでございます。 
 それから、民間への負担ということでございますけれども、今回公共交通

の再編に当たりましては、町内全域のほかに能代市内のＪＣＨＯ秋田病院、

それからアクロス能代や、五城目町のほうでは湖東病院のほう、それからイ

オン五城目店のほうにも運行することとしております。 

 能代市内においては秋北バス、それから市内のタクシー事業者もございま

す。また、五城目のほうにおいては秋田市の中央交通、それから五城目周辺

のタクシー事業者が運行しておりまして、今回三種町の公共交通再編につい

て、それぞれの事業者のほうに説明してご理解をいただいているところでご

ざいます。そのようなこともありまして、民間のほうに負担が余りかからな

いようにというようなことでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番。 

１１番 （ 高橋 満 ） 

 この９日間の根拠が、そもそも民間事業者に影響するためで決定したので

しょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課  長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 
 ９日間の根拠ということでございますけれども、法律的な面とかいろいろ
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なそういう面での９日間無料というような期間的な縛りはないわけですけれ

ども、いずれにいたしまして、公共交通関係につきましてはルート、いろい

ろな料金等をはじめ、公共交通会議のほうに取りはからって了解をいただく

というようなルールになっているところでございます。 
 そのような中で、公共交通会議のほうには各バスの事業者、タクシー協会

の方、それから県とか国交省の方も入っているわけでございますが、その中

で、民間のほうに余り負担をかけないようにと、圧迫しないようにというよ

うなこともありまして、９日間というようなことで了解いただいたというと

ころでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番。 
１１番 （ 高橋 満 ） 

 ということは、（「マイクちょっと立ててください」の声あり）会議の中

でそういうふうな話が出て、こういうふうな９日間にしたということでよろ

しいですか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課  長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 
 会議の中でもそのようなことが検討されまして、その中でご了解いただい

たところでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番。 

１１番 （ 高橋 満 ） 

 了解いただくんではなくて、そういう申し入れがその方々から出たので９

日にしたということなのか、ちょっと確認いたします。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課  長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 

 了解といいますか、その中で、こちらのほうからも無料期間というような

お話がその会合の中で出たものですから、余り長期になっても事業者のほう

にも負担がかかるというふうなことで、９日程度、１０日程度というような

ことでお話し合いをしていただいた中でご了解をいただいたところでござい

ます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番。 
１１番 （ 高橋 満 ） 

 実は、この公共交通に関してはいろいろな方々、議員の方々からもご提案

あったので再度お聞きするわけですけれども、平成２９年のときに、やはり
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公共交通体系については、広報だけで知らしめるのではなく、いろいろな機

会で、いろいろなところで周知するべきだというふうに話をしていたんです

けれども、先ほどの説明ですと広報みたね、毎月掲載しているという程度な

ので、こういう話だとすれば、全くその当時の話には耳を傾けていないよう

にも感じるんですけれども、いかがですか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課  長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 
 現状としましては、広報等に掲載させていただいているところでございま

す。また、今回時刻表を配布したことによりまして、各地区のご協力をいた

だく皆さん、共助の皆さんのほうにも問い合わせ等があるようで、いろいろ

その中で乗り方とかＰＲについてもご説明のほうをご協力いただいていると

ころでございますけれども、今回の時刻表、皆さんごらんいただいていると

ころと思いますけれども、いろいろ全町ということもありまして、いろいろ

区域もばらばら、それから時間等もそれぞれ違うというようなこともあっ

て、特に高齢の方々は大変見にくいと、ちょっとわかりにくいというような

ところもございます。 

 その中で、こちらのほうにも問い合わせがあった場合、いろいろご説明は

親切にするように努めているところですけれども、今後運行、１０月以降実

証運行開始されるわけですけれども、その中でいろいろな、例えば老人クラ

ブとかいろいろな民生委員の集まりの中とかでも、いろいろ機会があればこ

ちらからまたそこら辺は周知に努めていきたいというふうにも考えていると

ころでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番。 

１１番 （ 高橋 満 ） 

 三種町の住民共助等運行条例に、附則として、この条例に関し必要な行為

は条例の日前においても行うことができるというふうに書いております。こ

のお試し乗車期間、今９日というふうな期間でありますけれども、例えば周

知するために１人１回とか使える、これも一つの方法ではないかというふう

に思います。 
 まだ実際に運行をしていないわけなので、いろいろな課題はそれから解決

していくというふうな仕組みになっているようなので、それについては余り

申し上げませんけれども、少なくとも１人１回の乗車ができる、年齢がどう

なのとかいろいろな問題はあると思うんですけれども、そういうふうなこと

で周知を徹底するという方法もあると思いますけれども、こういう考え方で

どうなのかも回答があればお答え願いたいと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 



- 72 - 

企画政策

課  長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 

 今議員お話のとおり、１０月１日からの実証運行ということで、まだ運行

はされていない状況でございます。その中で、運行開始された後にはいろい

ろなご意見等出てくるものというふうに私たちも思っているところでござい

ます。その中で、いろいろな改善すべきところは改善しなければいけないと

いうふうにも思っているところで、まず状況を見ながらまた考えていきたい

というふうに思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番。 
１１番 （ 高橋 満 ） 

 １人１回利用できるようにできないものでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課  長 

（ 金子 孝 ） 

 １人１回というようなお話はあるわけですけれども、ちょっとなかなか大

変かというふうには思っているところでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番。 
１１番 （ 高橋 満 ） 

 前段でも話したとおり、ＰＲの仕方といいますか、周知の仕方が広報みた

ねに何か絞られているような感じもします。せっかく町でホームページを掲

載しておりますし、この中にも広報と同じようなバス時間を掲載、それから

たしかスマホも、たしか登録で見られるようになっていると思うんですけれ

ども、こういうふうなことをプラスしながら周知してはいかがでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課  長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 
 今いろいろな情報網として、町のほうでもホームページ等もございます。

そのようなものにも掲載できないか、そこら辺については考えていきたいと

いうふうに思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番。 

１１番 （ 高橋 満 ） 

 ということは、スマホのほうもということでよろしいですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課  長 

（ 金子 孝 ） 

 スマホのほうにつきましては、ちょっと今できるかできないか、私も
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ちょっとそこら辺は詳細わからないわけですけれども、その辺についても

ちょっとあわせて検討させていただきたいというふうに思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番。 
１１番 （ 高橋 満 ） 

 では、スマホとかってなかなか私も使えないんですけれども、せっかくあ

るものですから、利用する方々の幅を広くするためにも必要と考えておりま

すから、早急に進めてもらいたいというふうにお願いをします。 
 次に、免許の返納者に対してのことでございます。 
 これは平成２９年の、これこそ３月の議会でありますけれども、町長答弁

で、公共交通会議等を通して、この免許返納者に対しても特典等々を考えて

進めていくという、議事録にも載っておりますけれども、この件について、

先ほどの答弁ですと、特定のという言い方が、話がありました。それから公

平という言葉も出ておったようですけれども、なぜこれが必要かという根本

を皆さん理解していないのではないかというふうに思います。 
 なぜかというと、後を絶たない交通事故、これをいかに、スムーズに返納

したくてもできない地域性、環境がもう大きな問題となっているわけであり

ます。このことについては避けて通れない課題であり、早急に示すべきだと

いうふうに話をし、それでその当時の首長から回答を得ているというふうに

理解をしておるんですけれども、この点についてはどのようにお考えでしょ

うか。公平だとかそういう言葉ではないように感じますけれども。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課  長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 
 免許の返納者の方への特典というようなことにつきましては、先ほど町長

答弁の中でも申し上げたとおり、料金設定の中で私たちも検討したわけでご

ざいますけれども、高齢者の中でも免許返納を躊躇している方の中には、公

共機関が不便な事から免許の返納に踏み切れないでいるという方も多くいる

ように聞いているところでございます。 

 今回の再編に当たりましては、特典的なものよりも先に町内全域にわたっ

て移動可能な公共交通の整備を進めて、免許を返納しても日常生活に必要な

買い物等が容易にできるような環境を整えることが重要というふうに考え

て、今回は見送らせていただいたというようなところでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番。 

１１番 （ 高橋 満 ） 

 今の課長がおっしゃった話と免許返納ということには、リンクは私はして

いないというふうに思います。なぜかというと、先ほど言ったとおり交通事

故、この点と、地域性、これが非常に問題なわけです。 
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 実は、偶然にもきのうテレビ報道があり、たまたまチャンネルを見ていま

したら某三種町の方が出ておりまして、長谷川さんという方でございまし

た。免許返納についてどうですかということで出演しておりましたけれど

も、自宅から６キロ離れているところに買い物に行くために、何か電動自転

車を買ったそうです。ところが、その電動自転車がパンクしたと。そのため

に修理に行くまた手段もないと。こういう話をして、本人は自分自身で、精

一杯の努力でこのように対応をしている方がいるという、こういうふうなの

が現状だと思います。これも三種町の方ですか、ちょっと私も顔まで御存じ

ないんですけれども。 
 ですから、なかなか決断できないというところが問題であって、この免許

の返納された方には証明書、免許証のような形のやつが出されているそうで

あります。タクシーは１０％引き、それからバスの回数券が２００円引きと

かというふうに言っておりますけれども、どこの地域なのかちょっとわかり

ませんけれども、そういうふうなことで、免許の返納者に対しては特定でき

る仕組みになっているそうです。ですから、そういうふうな交通事故に遭わ

なくてもいい、それがまた町として進めるべき重大な件だというふうに思っ

ております。 
 ですから、今の公共交通の体系は非常に網羅している、予約不要の定時、

定路線という、非常に稼働率も高くなっておりますけれども、この件と意外

と免許の返納ということに対しては、私はリンクしないというふうに思って

います。その当時の首長がお話もしておりますので、この点について、実務

の総責任者でもありますし、当時のこともよく御存じだと思いますので、副

町長から答弁いただけますか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 副町長。 

副 町 長 （ 檜森定勝 ） 

 ２８年でしたっけ、（「２９年です」の声あり）２９年ですか。済みませ

ん、当時はもうおりませんでしたので、そのときはわかりませんけれども。

（「中にいたからわかるでしょう」の声あり） 
 ただいま課長が申し上げましたとおり、やはり免許返納者への手助けとい

いますか、そういうのは必要なことではあると思います、確かにおっしゃる

とおり。 
 しかしながら、今回もまた、先ほど町長も申し上げましたとおり、やはり

平等とは言いませんけれども、同じ老人の、高齢の方と区別せずに３００円

というフリーパスもつけたということで、ご利用の方につきましてはそれを

持ってお願いできればというのが今回の提案でございますので、その辺はご

理解をお願いして、また改めてそういう必要性があるという認識のもとに

なった場合はまたご協議させていただきたいというふうに考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番。 
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１１番 （ 高橋 満 ） 

 それでは、２８年、２９年、３０年の免許返納者はどの程度三種町におり

ますか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課  長 

（ 金子 孝 ） 

 ちょっと免許の返納者については、今私のほうでも把握していないところ

でございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番。 
１１番 （ 高橋 満 ） 

 それでは、早めにお知らせ願いたいというふうに思います。 

 ここの件について、ちょっと最後になりますけれども、三種町はこの免許

返納について、交通事故というこの大きい損失を考えていないということで

よろしいのかな。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課  長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 
 議員ご指摘のとおり、近年高齢者の方の事故が多発しているということに

つきましては私どもも認識しております。また、免許返納する方がふえるこ

とでそういう事故が防げるというふうには思っているところでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番。 

１１番 （ 高橋 満 ） 

 もう押し問答なのであと言いませんけれども。 

 我々議員がこの公共交通についていろいろな機会で質問をしております。

せっかくその当時の首長から、進めていくという答弁をもらっております。

それでもなおかつやらないというのは、これからいったいどこに誰がどのよ

うにして話をするとこういうふうなことが実現できるのか、非常に疑問に思

うところであります。 
 最後に町長からこの点についてご答弁を求めます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えをいたします。 

 今回はまず喫緊の課題として早く公共交通体系を整備したいという思いで

いろいろ協議を重ねてまいりました。当然議員おっしゃるとおり高齢者の事

故、そういうところで免許返納を促す意味でも早く整備したいというのが一

つの思いであります。 
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 今試験運行でございます。これが地域の皆さんにしっかりと周知されて、

それこそ普段の移動に対して不安がなく免許を返納できるような状況になっ

た場合には、どんどんそういうのが促されていくんではないかと期待はして

おりますが、もしそのあたりどうしても不便で免許なかなか返納できないと

いう状況であれば、そのときはしっかり対応したいと思っておりますので、

ぜひご理解をいただきたいと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番。 
１１番 （ 高橋 満 ） 

 いずれにしましても、当局からの回答がそのように出ているのに、それを

この公共交通機関の中で話し合いもされなかったというのが非常に残念でな

りません。あわせて、これからどのように、いろいろな件があるわけですけ

れども、そのたびに同じようなことが、話をしなければやはり実行してくれ

ないのかというところが大変残念であります。この件についてはこれで終わ

ります。 
 次に、２つ目の件でございます。 

 まず、この件については、国の予算が約１２％強減らされたと、先ほども

ちょっと前段で話をしましたけれども、経営開始型の５年間の交付は農家と

の約束であります。この農家の方々、先ほど７名というお話をされておりま

したけれども、この農家の方々への説明であったり内容について、もしわか

る範囲内でお答え願いたいと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 農林課長。 

農林課長 （ 寺沢梶人 ） 

 お答えします。 
 現在新規就農者、交付対象者ですが、７名ほどおります。町長からのお話

もありましたとおり国からの要望活動を行っておりますが、今現在進行中だ

と考えております。 

 そして、就農者のほうの周知のご質問ですが、現在町のほうでは県と町と

それから指導農業者、それからＪＡ等の農業団体によるサポートチームを編

成して、現地指導や面談等を行っているところであります。その現地指導、

面談等で就農者のほうには今現在の状況を周知しているところでございま

す。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番。 
１１番 （ 高橋 満 ） 

 本来であれば一年分をまとめてたしか支払う仕組みだったと思うんですけ

れども、県から町にはどのように指導もしくは振り込みされているのかお伺

いいたします。 
議  長 （ 金子芳継 ） 
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 農林課長。 

農林課長 （ 寺沢梶人 ） 

 お答えします。 
 これも先ほど町長のほうからもありましたとおり、就農者の営農前の研

修、いわゆる準備型のほうに重点を置いて、優先的に県のほうでは考えてい

るようで、今現在営農している経営開始型のほうには傾斜配分といいます

か、予算内でということでの指導ではありますけれども、国のほうへ不足分

を、県のほうでも要望を、予算を確保できるように、追加配分できるように

と要望をしていると伺っております。 
 そして、県はこれを踏まえて国の配分の結果や市町村間の調整を行い、１

０月ごろをめどに追加調整を実施すると伺っております。 
 以上です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番。 
１１番 （ 高橋 満 ） 

 ちょっと間違っていれば済みません。 

 １回の交付で終わりではなかったですか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 農林課長。 

農林課長 （ 寺沢梶人 ） 

 済みませんでした。 

 交付回数については、上半期交付半額、１５０万円であれば７５万円。そ

れから下半期交付の、３月交付の７５万円の２回になっております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番。 
１１番 （ 高橋 満 ） 

 わかりました。 
 そうすると、この上期の７５万の支払いはいつごろであり、それから８

３％、いわゆる１７％不足の部分の下半期に向けての部分に今後考えられる

対策といいますか、当町の考え方といいますか、この辺についてちょっとお

伺いしたいと思います。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 農林課長。 

農林課長 （ 寺沢梶人 ） 

 お答えします。 
 いわゆる国の交付要件を満たす就農者に対しては、最初の高橋議員おっ

しゃるとおり、最初の約束と言えばいいんですか、ことですので、就農者に

はできれば満額支給できるように行かなければならないと基本的には考えて

おります。 
 そこで、先ほどもちょっとふれましたが、要件を満たしている就農者を優
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先的に対応する手法も指導としてはありますが、仮に不足分を傾斜配分する

のか、それとも満たない対象者をどこまでのランクづけと言いますか、要件

ラインにするのか、まだ判断基準が不透明な部分がいっぱいあります。なの

で、計画部分を補填するのか傾斜配分するのかに関しては、国の追加配分や

県の指導、それから県と協議しながら、さらに周辺市町村の動向を注視して

対策を検討していきたいと考えております。 

 いずれ、先ほどの支給時期の回数も申し上げたとおり、翌年３月までには

対策等を検討、策定していければと考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番。 
１１番 （ 高橋 満 ） 

 わかりました。 

 それで、まち・ひと・しごと創生総合戦略の目標年度であります当年度で

すけれども、目標が３６名という新規就農者の目標を立てておりますけれど

も、何名になっておりますでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 農林課長。 

農林課長 （ 寺沢梶人 ） 

 お答えします。 
 高橋議員おっしゃるとおり、委員会のほうで総括、企画政策課のほうの委

員会のほうで総括して、もちろん私のほうも実績それから検証等々を、新規

就農も含めて、じゅんさいも含めてですけれども、全て含めて農林課のほう

ではご報告申し上げておる次第です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番。 
１１番 （ 高橋 満 ） 

 この件については後でお知らせください。 
 それから、最後になります。 

 先ほどの支給要件等々のことで、クリアしている方にはぜひ、農業振興に

力を入れていると宣言している町長でありますから、ぜひその方々には、ク

リアしている方々に迷惑のかからないような対策を講じていただきたいとい

うふうにお願いをして、質問を終わります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １１番、高橋満議員の一般質問を終わります。 

 １時まで休憩します。 
  

     午前１１時５０分  休 憩 
   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
      午後 １時００分  再 開 

 
 

 

     午前１１時５２分  休 憩 
  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

     午後 １時００分  再 開 
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議  長 （ 金子芳継 ） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます 

 一般質問を続行いたします。 
 １３番、堺谷直樹議員の一般質問を許します。１３番、堺谷直樹議員。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 それでは、さきに通告してあります２件について質問をいたします。 

 １件目、総合戦略についてですが、平成２７年度に策定された三種町ま

ち・ひと・しごと総合戦略が今年度で終了いたします。各担当課で数値目標

に対する検証を毎年行っていると思いますが、昨年度までの結果を伺いま

す。 
 ２件目、小中学校再編の考え方について伺います。 
 山本地区の保育園統合が決まり、小中学校再編の計画も具体的に推し進め

なければならないというふうに考えていますが、町の基本的な考え方を伺い

ます。 
 以上２件、壇上からの質問を終わります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番、堺谷直樹議員の壇上での質問が終わりました。 
 当局の答弁を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、堺谷直樹議員のご質問にお答えをいたします。 
 初めに「総合戦略について」のご質問に私からお答えし、「小学校の再

編」については、後ほど教育長のほうからお答え申し上げますので、ご了承

くださるようお願い申し上げます。 

 三種町総合戦略は、国の政策と一体化した人口の減少の克服と地方創生実

現のため、平成２７年度から本年度までの５カ年計画で策定しております。

基本的には、町の施策として４つの目標に添った事業を実施しており、事業

検証のため、三種町まち・ひと・しごと創生会議を毎年開催しております。

平成３０年度事業につきましては、現在、取りまとめを行っており、創生会

議は１１月の開催を予定しております。 
 平成２９年度事業までの検証結果については、平成３０年１２月に開催い

たしました議会全員協議会においてご報告させていただいておりますが、こ

の場で主な事業についてご説明させていただきます。 
 基本目標１の「三種町における安定した雇用を創出する」の中の認定新規

就農者数につきましては、最終年度の目標値３６人に対して実績が２０人、

達成率５５．５％、新規雇用者数につきましては、目標値２５０人に対して

実績が８５人、達成率３４．０％、観光客の入込数は、目標値９０万人に対

して実績が８３万２，０００人、達成率９２．４％となっております。 
 基本目標２の「三種町における新しい人の流れをつくる」では、転入者数

の最終年度での目標値２８０人に対して、実績が２８１人で、達成率は１０

０．３％となっております。 
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 基本目標３の「三種町における若い世代の結婚・出産・子育ての希望をか

なえる」では、合計特殊出生率の目標値は１．３７でございますが、平成２

４年以降の市町村別の数値の公表は今年秋ごろの予定となっているため、現

状では正確な数値は把握できておりません。参考までに、平成２４年公表時

の本町の合計特殊出生率は１．２７となっております。 
 基本目標４の「三種町における時代に合った地域をつくる」では、町の愛

着度の目標値７０％に対して、住民アンケートの集計結果実績では７１．

５％となっており、達成率は１０２．１％となっております。 
 平成２９年度までの主な事業の検証結果は以上となりますが、平成３０年

度事業分の検証結果につきましては、創生会議が終了した後、議員の皆様へ

ご報告いたしますので、よろしくお願いいたします。 
 私のほうからは以上です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 教育長。 

教 育 長 （ 鎌田義人 ） 

 それでは、私から「小・中学校再編の考え方」についてお答えします。 

 三種町内の小・中学校は、少子化に伴う児童生徒の減少や施設の老朽化な

ど、さまざまな課題を抱えております。 

 町内の小中学校の大半は各学年１学級で、一部には複式学級も生じており

ます。再編の基本的な考え方としては、児童生徒の教育上の最善の利益を最

優先することと、教育の機会均等、教育水準の向上と考えております。 

 来年度からは、小学校で全面実施される新学習指導要領では、プログラミ

ングの必修化や英語の教科化が盛り込まれます。小規模校では教職員の負担

がさらに増すことが予想され、特に複式学級のある学校では学校運営も厳し

くなり、教育水準の低下にもつながることが懸念されます。 
 学区の歴史的背景や地域における拠点としての役割を考慮しても、教育の

機会均等、教育水準の維持向上、社会性豊かな人間性を育成する教育環境を

維持する上で、複式学級は解消したいと考えております。 
 「地域とともにある学校」という姿勢は変わらず持ちつつ、学校の存続、

統合を巡っては、保護者や地域によってさまざまな考えがあると思います

が、少子化が進む中、次代を担う子どもたちの社会性や協調性を育成できる

教育環境を整備することを優先して進めてまいりたいと考えております。 
 以上です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 当局の答弁が終わりました。 
 １３番、堺谷直樹議員の再質問を許します。１３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 それでは、総合戦略について今町長のほうからるる答弁ありましたけれど

も、担当課長のほうからもう少し詳しく聞きたいと思います。 
 町長の答弁で、もう既に目標を達成してあるという事業、幾つか今ありま



- 81 - 

したけれども、５カ年で達成がもうこれは無理だと、そういうふうに思われ

る事業というのはあるでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課  長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 

 計画期間内での目標数値が、達成が困難というふうに思われるものは、中

にはあります。それにつきましては、ＫＰＩの設定について再検討が必要と

思われるものもありますし、また内容について改善する必要があるというよ

うなものも事業によってはあるというふうに思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 達成が不可能だ、そう思われる事業について、じゃあ検証結果、ＰＤＣＡ

のサイクルがうまく機能しなかったのか、それとももう当初から目標設置に

誤りがあったのか、この辺どういうふうに考えておられますか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課  長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 
 ＰＤＣＡにつきましては、計画、実施、評価、改善というような４つの視

野を取り込んだサイクルになっているわけですけれども、改善という面につ

きましてもう少し検討する必要があるのかなというふうに思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 
１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 推進期間終了後、１００％超えたものもあれば超えていないものもあるん

ですけれども、これの継続的な取り組みっていうことについてはどういうふ

うに考えていますでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課  長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えします。 
 計画期間はまだ続いているわけでございますけれども、今まで行ってきま

したアンケート調査あるいは事業の検証結果、それから創生会議の皆さんの

ご意見を参考に、今後個別の計画を精査した上で考えていきたいというふう

に思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 
１３番 （ 堺谷直樹 ） 
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 来年度もこれまち・ひと・しごと総合戦略っていうのはあるんでしょう

か。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課  長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 

 次期総合戦略の策定についてでございますけれども、市町村の中では総合

戦略、総合計画の、一本化して一緒にするという方向で検討している市町村

も出てきているようであります。 
 その中で、三種町においても総合戦略、総合計画のほう、一本化してわか

りやすい計画ができないかということで現在検討させていただいているとこ

ろでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 
１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 確かに三種町の第２次総合計画とまち・ひと・しごと総合戦略、ラップす

る部分結構あって、わかりにくいっていうところもあるので、どうかリンク

させながらうまくやっていただきたいと思います。 

 そうすれば、さっき町の愛着度っていう話がありましたけれども、これ一

つだけ、毎年これアンケートとっているわけなんでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課  長 

（ 金子 孝 ） 

 アンケートのほうは毎年とるようにしております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 じゃあ、ちなみにどこでアンケート、あれですか。広報か何かでやってい

るんですか。それとも小中学校とか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課  長 

（ 金子 孝 ） 

 対象者のほうを抽出して、一般の方々にアンケートを送付させて回収して

いただいているものと、それから中学校のほうにお願いして、中学生からア

ンケートをもらっている部分があります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 
１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 そうすれば、先ほどの７１．５％っていうのは４年間の平均、それとも昨

年度、一昨年度の７１．５％なんでしょうか。 
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議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課  長 

（ 金子 孝 ） 

 さっきのほうのアンケートの中の愛着度については、中学生のほうのアン

ケートが主になっております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 今年度で終わりということですけれども、どうですか、これ事業一区切り

ついた段階で、この検証結果を広報とかで町民の方に広く公表するってい

う、そうしていただきたいというふうに私は思っているんですけれども、そ

の辺どういうふうに考えていますでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課  長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 

 事業の途中の今までの分につきましては、該当のほうにもご説明させてい

ただいてきてはいるところですけれども、全般的な事業が、期間が終わった

段階で総合戦略、全体的な評価ということで、結果ということで、広報等を

用いながら、わかりやすいように取りまとめて町民の皆さんにもお知らせで

きればというふうに思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 わかりました。 
 後で、これに、現在わかるところ、書いたやつ後でください、私に。その

数値。お願いします。 
 そうすれば、２件目いきます、もう。 

 小・中学校再編の考え方についてですけれども、山本地区の保育園統合、

この方向性が示されたのが、昨年の１２月議会本会議で町長答弁があった、

あれがまず方向性を位置づけたものと私は認識しています。当然小・中学校

の再編についても議論がある程度交わされて、ある程度の青写真ぐらいは私

できているんじゃないかと思っていたんですが、今まで全く再編については

議論されなかったんでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 教育次長。 

教育次長 （ 畠山広栄 ） 

 お答えいたします。 

 ことしの５月２０日から６月７日にかけて、町内の小・中学校のあり方等

に関するアンケートについてをとっております。その結果を踏まえまして、
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９月１８日に教育委員会定例会、それから総合教育会議を開催する予定でご

ざいます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 
１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 基本的なことですけれども、新しい建物を建てるのか、それとも既存の建

物を使っていくのか。さきの全員協議会で総務課長話しておられましたけれ

ども、合併特例債が令和７年で終了するっていうことを考えれば、新しい建

物を建てるとなった場合、私はぎりぎりのような気がしてならないんですけ

れども、その辺どういうふうに考えていますか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 教育次長。 

教育次長 （ 畠山広栄 ） 

 お答えいたします。 
 合併特例債を使って新しい建物をつくる方法もありますし、長寿命化計画

ということで、国の補助金を使って建てるという方法と、今の古い建物を長

寿命化するということで、２点ほどあると思います。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 
１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 平成２８年度の出生者数が５３人、それから平成２９年度が７７人、昨年

度が４２人、今年度は８月末で２１人。この出生者数を鑑みれば、私地区ご

との再編ではまたすぐに新たな見直しが生じてくるっていうふうに考えてい

ますけれども、この辺はどういうふうに考えていますか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 教育次長。 

教育次長 （ 畠山広栄 ） 

 お答えいたします。 
 地区ごとにか、三種町一本という考え方もあると思いますが、いずれ通学

時間が、適正時間が１時間ということになっておりますので、その辺を含め

て考えていかなければならないと思っております。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 
１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 既存の建物を長寿命化でやった場合、そうすればどこへ行っても１時間以

内で通園できるんですか。通学できるんですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 教育次長。 

教育次長 （ 畠山広栄 ） 

 長寿命化という場合であると、地域ごとに１校とかいろいろな方法がある
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と思います。中学校を改築して小学校にするという方法もあると思います

し、いろいろな方法がありますが、まだそこまでは考えておりません。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 
１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 そうすると、各地区に小学校１つ、中学校１つという考えだということで

すか。今の話でいけば。三種全体を一つにするという考えはないということ

でしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 教育次長。 
教育次長 （ 畠山広栄 ） 

 これについては、先ほど言いましたとおりアンケート結果も尊重しなが

ら、総合教育会議等で話し合っていきたいと思っております。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 
１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 アンケートで合併してほしくないという回答が多ければ合併しないという

ことですか。再編しないということですか。あくまでも町の意見として、基

本的スタンス、どう考えているのかというのをちょっと教えてください。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 教育長。 

教 育 長 （ 鎌田義人 ） 

 お答えします。 

 子供の数とか学校の財政、これもちろん尊重してやりますけれども、ここ

二、三年の教育改革、例えばさっきも話しましたけれども英語の、小学校高

学年の教科化、それからプログラミング、道徳の教科化もありました。恐ら

くここ近い二、三年後には、現在は小学校、学級担任なんですけれども、教

科担任になるんじゃないかと予想されます。そうなればまた考え方が大きく

変わります。小学校の高学年が教科化になると、専門の免許を持っている先

生が小学校にいないので、そこを今義務教育学校とか小・中併設校とかいろ

いろ考えられることもあるので、そういうのをこの後議論しながら考えてい

きたいと、そういうふうに思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 今、小中併設校の話もありましたけれども、他市町村ではやっぱり少子化

で、小中一貫校の議論もされていると思いますけれども、我が町もやっぱり

小中一貫校というのが議論に上がってくるものですか。どういうものです

か。 
議  長 （ 金子芳継 ） 
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 教育長。 

教 育 長 （ 鎌田義人 ） 

 お答えします。 
 旧町に学校を残したいと、そういう気持ちが恐らくあると思うんです。そ

うすれば、私としては小・中学校、義務教育学校でも併設校でも考えていく

ことができるんではないかと、そういうふうに私は思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 
１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 スクールバスとかの将来コスト、こういうものをいろいろ考えてみた場合

に、私の考えですけれども、我が町にはＪＲ路線があるわけでして、駅も４

つあります。これを通学に使用しながら、新しい小・中併設校を建てたほう

が将来コスト的にいいんじゃないかというふうな、個人的な考えを持ってい

るわけですけれども、その辺についてどういうふうに教育長考えています

か。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 教育長。 

教 育 長 （ 鎌田義人 ） 

 お答えします。 
 さっきも言いましたけれども、地域に小・中学校を残したいと、そういう

考えが多ければ、私はさっき話したように小・中併設校でも義務教育学校で

も残したほうが地域のためにいいのではないかと思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 今教育長は、各地区に小・中学校を残したいという思いがあるようですけ

れども、町長どうですか。同じ考えでしょうか。それとも、別なまた方向

性、可能性として何か考えていることがあれば教えてください。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えします。 

 先ほどは貴重なご意見ありがとうございます。 
 それで、私の考えとしては、確かに他町村で小中一貫校が、それから義務

教育学校、そういうのに取り組んでいるところもあります。 
 ただ、三種町におきましては確かに旧３町が合併しているということで面

積も広いですし、仮に小学校を一本化するとなると、高学年はともかく低学

年の方の通学、そういう部分は大変困難になるんだろうと思います。中学校

であれば先ほど議員おっしゃったとおり電車を、そういう通学の手段として

利用できるというのも一つの考えでありますので、そういうところをしっか
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りこれからアンケート、それから教育委員会と相談して、全町をしっかり見

渡した上で学校の設置、そういうところを検討していきたいと考えておりま

す。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 
１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 話少し戻ります。 

合併特例債、令和７年限度ということを考えれば、早めにどうするのか結論

づけたほうが、いろいろ議論も必要でしょうけれども、ある程度の方向性は

出さないと進んで行かないと。 
 ９月１８日のその会議っていう話ですけれども、じゃあ具体的なその会議

の結果を受けて、町としての方向性がわかるのはいつごろの予定なんです

か。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 教育次長。 
教育次長 （ 畠山広栄 ） 

 お答えいたします。 
 今年度中には方向性を示したいと思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 
１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 そうすれば、来年３月末までにはどうするのか、町としての具体的な方向

性が定まるということで間違いないですね。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 教育次長。 
教育次長 （ 畠山広栄 ） 

 検討委員会を立ち上げるのか、それともそのまま町でも方向性を決めて各

地区に説明会に来年から行くのか、その辺を決めたいと思います。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 よろしくお願いします。 

 終わります。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番、堺谷直樹議員の一般質問を終わります。 
 次に、１０番、大澤和雄議員の一般質問を許します。１０番、大澤和雄議

員。 

１０番 （ 大澤和雄 ） 

 私からは、さきに通告してあります２点について質問をさせていただきま

す。 
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 まず初めに、主要農産物種子条例についてであります。 
 主要農産物の優良な種子の生産及び普及を促進するための主要農産物種子

法が２０１８年、平成３０年４月で廃止されました。 
 種子法において日本の多様な自然、気候要件に合った種が普及し、米は全

国で３００種以上あるといわれております。また、都道府県ごとに多くの農

家に生産を推奨できる品種を奨励品種として定め、求めやすい価格で提供で

きるように取り組まれてきたものであります。各都道府県は、農家からの発

注をもとに種子計画をつくり、それをもとに全国種子計画がつくられます。

この種子計画のもと、種が不足することなく安定した価格で農家に供給され

てきました。 
 しかしながら、政府は種子法廃止の理由として、現在の種子法が民間企業

の投資意欲を阻害するとしております。しかしながら、種子制度は民間事業

者も種子制度の担い手として活躍できる制度となっており、民間企業の参入

の妨げとはなっておりませんでした。 
 種子法廃止の経緯は、ＴＰＰをめぐる日米協議の中で、多国籍企業の要求

を開く窓口として内閣府に設けられた、規制改革推進会議の農業ワーキング

グループにおいて種子法廃止が決定されたものであります。これによって行

政の責任や生産の義務の規制がなくなり、種子の大幅な高騰や安定的供給が

危惧されております。 
 そうしたことから、主要な農作物の優良な種子の低廉かつ安定的な供給が

不可欠であるとして独自に条例を制定しているのが、北海道、山形県、埼玉

県、新潟県、富山県、福井県、岐阜県、兵庫県、宮崎県、長野県、鳥取県の

１１道県となっております。さらに岩手県、宮城県、栃木県で条例制定に向

けて審議されております。 

 秋田県においても、県全体また三種町の農家にとっても、県が独自に主要

農産物種子条例を制定し、その目的や県の責務、種子計画策定等を明確にさ

れることによって、農家は安心して農作物の安定的生産と農業の持続的発展

に繋がるものと考えるものであります。このことから、秋田県でも主要農産

物種子条例を制定されるよう、積極的に働きかけていくべきではないかと考

えております。 

 しかしながら、秋田県ではこの条例制定について、令和元年第２回定例会

において、県独自の種子条例を制定すべきではとの質問に対し、佐竹知事は

「種子法は時代の流れにそぐわないとして廃止されたものであり、本県の政

策に影響を与えるものではない。廃止後も優良種子が供給されていることか

ら、条例を制定する必要はないと考える。米や大豆の生産を支える種子の安

定的供給は県の責務であることから、引き続き関係団体や種子生産農家と連

携しながら、品種開発から種子の生産供給にしっかりと取り組んでいく」と

答弁されております。 

 県の責務として取り組むというのであれば、地方公共団体としての責務と

覚悟を問うものが条例であります。秋田県の農業振興を図る体制づくりを進
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める上で、その出発点として秋田県においても種子条例制定に取り組むべき

と考えるものであります。町としても条例制定に積極的に働きかけていくべ

きと考えますけれども、これらの対応について伺いたいと思います。 
 次の、２点目の町道の草刈り等についてであります。 
 広域農道など主要な町道については定期的に大型の草刈り機で対応してい

るのを見受けますけれども、町道脇ののり面等をなかなか対応してくれない

という声も出ております。地域の方は町有地か私有地かの区別もわからない

ことと思いますけれども、雑草が伸びて見通しが悪くなっている箇所も見受

けられるということであります。 
 交通安全の観点からも、草刈りや危険な樹木への対応など全町にわたって

対応するのは大変な労力が必要であると考えておりますけれども、これらの

対応について伺いたいと思います。 

 以上、よろしくお願いいたします。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番、大澤和雄議員の壇上での質問が終わりました。 
 当局の答弁を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、大澤和雄議員のご質問にお答えいたします。 

 初めに、主要農産物種子条例についてのご質問にお答えいたします。 
 ご承知のとおり、国では国家戦略、知財戦略として、民間活力を最大限に

活用した開発供給体制を構築することを目的として、主要農作物種子法を平

成３０年４月１日に廃止いたしました。 
 秋田県では、同時期に県独自の秋田県主要種子農作物基本要綱を策定し、

その中で民間品種を奨励品種にする際の手続などについて規定したところで

あり、民間の活力を含めて秋田県農業の振興につながるよう種子生産を推進

していくとしております。また、県は、米や麦、大豆等は秋田県農業の基幹

作物であり、その種子の安定供給は法の存廃にかかわらず県の基本的な責務

であり、県が品種開発をやめたり種子生産の手を緩めることはない。した

がって、県の役割を条例化により規定するよう要望もありますが、国会審議

を経て民間の参入促進という観点で法が廃止されたことを踏まえると、県が

条例によって規制することは考えていないとの方針を示しており、現段階で

は県への働きかけも難しいものと考えております。 

 町といたしましては、水稲、大豆など主要農作物は本町農業の基幹作物で

あることから、今後も国、県から情報をいただき、ＪＡ等関係団体と連携の

上、さらには民間品種の動向も注視しながら、引き続き農家が安心して農作

物の安定生産に取り組めるよう支援に努めてまいります。 

 続きまして、町道の草刈り等についてのご質問にお答えいたします。 
 幹線道路に関しましては、乗用の草刈り機で年間２回をめどに除草作業を

実施しております。また、乗用機械による作業が困難な路線につきまして

は、道路維持作業員による草刈りにより対応しております。特に雑草が繁茂
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し見通しが悪い箇所などにつきましては、住民の皆様からの通報や町道パト

ロールの際に確認し、危険度が高いと判断した場合はその都度対応しておる

ところでございます。 
 なお、私有地から町道に伸びた枝や倒木の恐れのある樹木に関しては原則

所有者で対応していただくことになっておりますが、緊急を要する場合など

は所有者の同意を得て町で対応する場合もございます。 

 町道の草刈りにつきましては、引き続き景観や交通安全面へも考慮し、町

道の維持管理に努めてまいりますので、ご理解をお願いいたします。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 当局の答弁が終わりました。 
 １０番、大澤和雄議員の再質問を許します。１０番。 

１０番 （ 大澤和雄 ） 

 まず主要農産物種子条例の制定についてでありますけれども、町長が今県

で、６月の議会で必要ないと、知事がそういうふうに答弁しているので、町

長もそれに対して難しいのではないかということなんですけれども。（「マ

イク使ってください」の声あり） 

 そうした中で、この種子条例を独自に制定するという県がふえてきている

というのは、やはりこの県の責任として、要綱はあるというんですけれど

も、要綱では要するに行政を縛ることはできないんです。この種子条例がな

くなって、今後いろいろな支援が、国からの支援がなくなった場合、県だっ

て撤退するかもしれない。いややるんだと言ったって、やるって言うんだっ

たらきちんと条例で自分たちを縛るように、きちんと責務を明確にするべき

ではないんですかと思うんです。 

 例えば、北海道でも山形県でも皆さんそれぞれの道の責務、あるいは県の

責務を明確にして条例をつくっているわけです。条例がなくたってやるもの

はやるんだからいいじゃないかって、そういう考え方では私はいけないと思

うんです。ですから、きちんとそういうことは今後ますます広まるでしょう

し、やはり地元の三種町ももちろん基幹産業は農業です。秋田県にとっても

もちろん基幹産業は農業ですので、みずから行政を、みずから縛るという意

味でも、きちんとした県の責務を明確にした条例を私は制定するべきだと強

く思っているわけです。ぜひともそういうことを町長もう一度再考して、検

討していただければと思います。 
 特に、県のホームページを見ますと、さすが農業県ということで体系的に

施策を展開して、体系というふうにホームページに出されているんですけれ

ども、県知事は、知事はこの条例までには至らなくても要綱でいいと、そう

いう考え方も一つあるということと、私の地域にも県の防除所の、いわゆる

病害虫防除所というのが、調査する圃場があるわけです。そこにこの風力計

とか雨量計とか機材、自動的にこの電話回線で送られるような、そういう設

備があったんですけれども、それが壊れて、そこにただこの苗だけ移植し

て、あとその機材はみんな撤退したんです。本来であればきちんとそういう
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ものを、また去年壊れたのでことしは更新するのかと思ったらもうそれは

ちょっとできないということで、ただ移植してこの苗を、自分たちで苗を

持ってくるんですけれども、いわゆる稲熱病のついた苗を持ってきて、今度

試験圃場に、枯れている圃場に移植するんですよね。その生育調査と病害虫

の撹拌の状況を定期的に来て調べているんですけれども、今までそういう雨

量計とかそういう機材をせっかく電話回線までつないでやったのに、そうい

うことが、今度予算がどうもおりないらしくて、そういう機材、設置する様

子が見られないんですよね。 
 ですから、そういうことを見ますと、この種子条例でも、知事は県の責務

だからやると言うんだったら責務をきちんと明確にした条例をつくるなり、

あるいはそうした病害虫防除所に対してもきちんとしたそういう機材をまた

更新するとか、そういう基本的な事柄を非常に私は、おろそかにするという

わけではないんですけれども、その辺が、この対応が果たしてどうなのか

と、ごく基本的な事柄を非常にある意味では軽んじているのかと、こう

ちょっと思うわけです。 
 その辺に対して、町長はこの今の県の農政に対する考え方というのはどう

いうふうに、私が思うには、非常にそういう基本的なことが、ちょっと我々

農家とは考え方が違うのかと思うんですけれども、そうしたごく基本的な事

柄に対してきちんとした予算なりそういう考え方を持っているのかどうか、

その辺は私非常に疑問に思うんですけれども、その辺のところは町長どうい

うふうに県の農政、姿勢というか、どういうふうに思っているのかちょっと

伺いたいんですけれども。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えをいたします。 

 県の農政についてでありますけれども、今、各、当然農業は基幹産業であ

りますし、県のほうも一生懸命取り組んでいるのは十分わかりますが、今は

どちらかというと農業の大規模化、そういうところに目を向けているよう

で、こういう細かいところにはちょっとまだ目が行き届いていないんではな

いかという感じはいたします。 
 現場のほうもしっかり見ながら農業施策を打っていると思いますので、そ

ういう意味ではこういう地元の現場の声をしっかり県の農政のほうに伝える

ようにしっかり働きかけていきたいと思っておりますので、よろしくお願い

いたします。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番。 
１０番 （ 大澤和雄 ） 

 わかりました。 
 いずれこの種子法案廃止によって、民間企業の活性化ということで廃止し
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たというんですけれども、いわゆるやはりなんといってもこの公的種子事業

というものが、責任というのが実際なくなってしまったわけですから、やる

ものはやると言ったって、実際にこの法的根拠がなくなるということは非常

に、その自治体によってはやはりこの税金をつぎ込むというこの法的根拠が

なくなるということで、撤退というまでにはいかないにしても、そうした税

金を投入することにこの躊躇する、そういうこともないとも限らない。まし

てや民間だって採算が取れなきゃ撤退する。そうなると、本当に公的種子事

業というものがなくなるということは、本当に農家にとって将来的に不安を

持つものだと私はすごく思うわけで、ぜひともこの種子法、なぜこの他県で

こういう独自条例を策定するように広まっているかというと、やはり種子法

の廃止によって非常に今後危惧されることがあるわけです。まず種が足りな

くなるということと、もちろん大規模ではなくて規模の小さい地方の品種は

捨てられる。あるいは種の値段が大幅に上昇する。あるいは農業試験場のな

どの規模が縮小し、技術のある人的資源、これがいわゆる世界の多国籍企業

に委ねられる。そういう危険も非常にあるわけです。 
 もちろん今日本の米などの種子は１００％国産なんですけれども、しかし

これがこの種子法の廃止によって、種子をつくっている農家、この農家が種

とりを続けられなくなる、そういう状況も生まれてきますと、特に農業に

とっては米農家よりも後継者不足ということで、種子の生産というのもまさ

に危機的状況にもあるわけです。ですから、やっぱりきちんとした公的な、

県の責任も明確にした条例というものを制定するよう努めていただければと

思っているわけです。 
 いずれ、きちんと三種町の農家も続けられるように、県にさまざまな施策

を要望しながら、きちんと対応していただきたいというふうに思います。こ

れはこれで終わります。 
 次に、町道の草刈り等については、私有地については対応、緊急性のある

ものについては地権者と相談しながら対応しているということなんですけれ

ども、特に広域農道を見ますと、防雪柵のあるところは当然この大型の除草

機械はちょっと刈っていけない。ほとんど地域の方々がこの集落単位でそう

いうところはみずから、年に２回ぐらい自主的に草刈りなんかをしているよ

うなんですけれども。そういうところをどうせだったらその地域に、どうせ

だったらそういう大型の機械で刈れない部分を、距離等定めて、その地域の

自治会等に委託するという方法もとってみてはどうかというふうにちょっと

思ったんですけれども、そういうことはちょっと考えられないものでしょう

か。ちょっと伺いたいんですけれども。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 建設課長。 
建設課長 （ 進藤 敦 ） 

 お答えいたします。 
 まず今大澤議員おっしゃるとおり、その防雪柵のところ等はまず人力によ
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る作業になるわけでございますけれども、そういう箇所が、延長が結構あり

まして、議員おっしゃるとおりその自治会単位で委託するとか、そのような

手法も考えられます。 
 ですけれども、今現在まだそういう話し合いになっていませんので、今後

財政当局とも相談しまして検討させていただきたいと思います。 
 以上です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番。 
１０番 （ 大澤和雄 ） 

 これが金額の多寡にかかわらず、もちろん地域の方が求めているのはそう

した補助事業等で、年に何回か自主的に集まって草刈りや清掃を一所懸命や

られておりますので、そういうところは非常に助けられておりますし、具体

的にじゃあこの部分は、委託できるものは委託するとかそういうことも、金

額にかかわらず、もしそういうことができるのであれば、ぜひとも検討して

対応していただければと思います。 
 私にいろいろなこの相談がきたんですけれども、樹木などで覆われて電柱

や電線にかぶさっているところとか、そういうの結構あるようで、そういう

ところも見ていると危険で対応していただきたいというようなことも言われ

ているんですけれども、そういうところは、いわゆる通常であれば東北電力

がそういうのは巡回して、個人のものであれば個人の家に行って切らせてく

ださいとかそういう対応をしていると思うんですけれども、町道の部分に対

しては東北電力から町に対してもそういう問い合わせというのがあるのかど

うか、ちょっとその辺確認したいんですけれどもどうなんでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 建設課長。 
建設課長 （ 進藤 敦 ） 

 お答えいたします。 
 電力またはＮＴＴ、電線関係に倒木等がかぶさっている場合とかは、年に

やはり電力から申し出、または逆にこちらのほうから木の枝の伐採とかをお

願いする場合もございます。 

 以上です。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番。 
１０番 （ 大澤和雄 ） 

 わかりました。 
 これひとつ地域で、防雪柵のあるあたり、みんな自主的に出て草刈りなん

かするんですけれども、防雪柵の撤去された部分に基礎が残っているんで

す。そういう部分があるんです。それで、そこに防雪柵をまた設置するのか

というとそうでもない。そこに基礎とそこに埋められたボルトが残っている

わけです。 
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 そうすると、結構草刈り機のときに気をつけるんですけれども、草が生い

茂ってくると、この辺にあるなと思っていながらも草刈機に引っ掛けたりと

か、非常に危険なときがあるんです。あれを全部撤去するとなると、半端

じゃない基礎なのでそれはまず無理だろうけれども、途中からでも、あと使

わないのであれば、ちょっとその辺はもう途中から削り取るとか何とか対応

をできればという声が結構あるんです。ちょうどそこのボルトが、ちょうど

そこに埋められているものですから、草を刈るときに気をつけるんですけれ

ども、それにこの機械、特に背負い式の草刈機じゃなくて今は歩行型の草刈

機なんかも引っかかると非常に危険なので、そういうのもできれば全部、そ

れ下から撤去するとなると、半端ではない基礎ですからそれは無理として

も、途中からでもちょっとでも削り取るなり何かその上にうまく土をかぶせ

て普通の路肩のような形にしてくれたらという声がかなりあるんですけれど

も、これからそういう部分について対応は考えているのか、いないのか。 
 いずれ全町ったってそんなにあるのかないのかわからないんですけれど

も、でも結構あるんです。壊れて、別のところに防雪柵を新たに設置した部

分もあるんですけれども、壊れて撤去した部分に基礎だけが残っているとい

う部分もあるわけです。そうしたところに、地域の方々が草刈りをするとき

にちょっとそれに当たってしまうということもありますので、それに対して

何か対応してくれるのかというか、そういう対応が検討されているのか、考

えているのか、ちょっとその辺をお聞きしたいんですけれども。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 建設課長。 
建設課長 （ 進藤 敦 ） 

 お答えいたします。 

 そのような場合、ご迷惑をかけて大変申し訳ございません。 
 今議員からお話を聞いた段階で、まずは私の今ここでの考えですけれど

も、そういう箇所につきましてはまずポール等で囲う等安全対策を講じたい

と思います。 

 以上です。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番。 
１０番 （ 大澤和雄 ） 

 今すぐというわけではないにしても、できるだけそういうのを、ちょっと

全町を確認して、対応できるものであれば対応していただきたいと思いま

す。 
 いずれ今後とも今一番、今の時期が枯れないで一番緑も深くて、草も樹木

も一番勢いのついているときで、見通しの悪いところとかは結構見受けられ

ますので、ぜひとも交通安全のためにも対応をしていただければと思いま

す。 
 終わります。 
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議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番、大澤和雄議員の一般質問を終わります。 

 次に、９番、成田光一議員の一般質問を許します。９番、成田光一議員。

９番。 
９番 （ 成田光一 ） 

 それでは、私のほうから、先に通告してあります２つの事項について質問

させていただきます。 

 初めに、台湾南投懸政府文化局との友好交流についてであります。 
 台湾南投懸政府文化局と平成２８年９月２９日に友好交流覚書を締結して

おります。 
 それで、質問です。その後、どのような交流事業を行っているのでしょう

か。そして、その成果をどう検証しているのでしょうか、伺います。 

 そのところの２つ目です。今後の台湾交流事業をどのように行っていく考

えなのでしょうか、伺います。 
 次、２つ目の事項の質問です。 
 自治会からの要望の対応についてです。 

 毎年自治会からの要望が上がってくると思われます。これまでどのように

対応をしてきているのでしょうか。 

 そこで、質問です。年間８，０００万円の予算をおいて、主に道路の維持

補修などに充てているようですが、要望件数に対してどの程度の割合で対応

ができているのでしょうか。また、まだ対応ができていない要望件数はどの

程度あるのでしょうか、伺います。 
 壇上からの質問は以上です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ９番、成田光一議員の壇上での質問が終わりました。 
 当局の答弁を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、成田光一議員のご質問にお答えいたします。 
 初めに、「台湾南投懸政府文化局との友好交流」についてお答えいたしま

す。 

 県が積極的に行っている台湾との交流事業は、当町でもインバウンド・ア

ウトバウンドを通じ、町の活性化を図る目的で、平成２６年度より台湾交流

事業を行っております。平成２８年９月２９日には議員各位からもご出席を

いただき、当町において台湾南投懸政府文化局との友好交流覚書を締結して

おります。 

 親日派が多く、日本の地方都市へも観光に訪れる台湾の旅行客は、訪日外

国人の中でも中国、韓国に次いで３番目に多く、秋田県も積極的に観光ＰＲ

を行っており、今年度から秋田と台湾との国際定期チャーター便も就航して

おります。 
 議員ご質問の、「友好交流覚書締結後の交流事業と成果の検証」について



- 96 - 

でございますが、自治体交流では、平成２９年１月に「南投懸砂像テーマ

パーク竣工式」への招待を受け、表敬訪問をしております。また、県が主催

する台湾トップセールスに合わせ、平成２９年８月と平成３０年８月に南投

懸政府文化局に表敬訪問し、交流の継続を確認してきております。 
 民間交流では、サンドクラフトに台湾の砂像彫刻家を毎年招聘しているほ

か、台湾での農産物商談会にも「じゅんさいの里活性化協議会」と「ＪＡ秋

田やまもと」と共同でじゅんさいのＰＲを行っております。 

 成果の検証につきましては、覚書を締結したことにより、他の自治体には

ない信頼関係が築かれ、自治体間交流の推進では一定の成果をあげたと考え

ております。しかし、その後の「人や物」の交流には至っていない現状から

も、せっかくの太いパイプを有効活用していかなければならないと考えてお

ります。 

 次に、２点目の「今後の台湾交流事業をどのように行っていく考えなの

か」についてでございますが、本年４月１日に発足した能代山本広域連携Ｄ

ＭＯ「あきた白神ツーリズム」がメインターゲットとしている台湾からの誘

客事業により、当町の観光情報を発信するとともに、南投懸政府文化局との

信頼関係を継続し、最大限活用しながら、台湾との交流を広域ＤＭＯ事業に

取り込み、推進していきたいと考えております。 

 広域ＤＭＯの具体的な取り組みといたしましては、旅行エージェントへの

商談に向けたポータルサイト構築とＷＥＢ配信事業など、営業素材の整備及

び台湾へのインセンティブツアーの実施とじゅんさい摘み採り体験など、体

験コンテンツの宣伝並びに有識者を招いての観光事業者や住民も巻き込んだ

インバウンド勉強会の実施などがございます。 

 また、町単独では、南投懸政府文化局との友好交流覚書締結による信頼関

係を足場に、民間交流の推進など交流の絆を深めたいと考えているほか、県

が行う台湾トップセールスや商談会などに参加し、当町の観光ＰＲや特産品

の売り込みをしてまいりたいと考えております。 
 続きまして、「自治会からの要望の対応」についてお答えいたします。 

 道路維持補修など平成３０年度実績についてでございますが、道路橋梁費

の一般補修工事費で対応した件数は、要望件数６３件のうち、平成２９年度

以前から継続している７件を含め、４２．８％の２７件、事業費で７，９６

１万８，６８０円となっております。 
 毎年自治会からはさまざまな要望をいただいており、その多くは環境整備

への要望でございます。要望事項には対応可能なもの、不可能なもの、対応

に時間がかかるものなどさまざまな案件がございますが、対応可能な案件に

つきましては、地域のバランスや緊急性などを考慮し、可能な限り地域の要

望にお応えできるよう整備を進めているところでございますので、ご理解を

お願いいたします。 

 以上です。 
議  長 （ 金子芳継 ） 
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 当局の答弁が終わりました。 
 ９番、成田光一議員の再質問を許します。９番。 

９番 （ 成田光一 ） 

 それでは、私のほうから再質問をさせていただきます。 
 初めに、南投懸政府文化局との交流、友好交流についてですけれども、締

結してから３年たつわけなんですが、見る限りで何かまだまだ全然交流とし

ての実績がないような感じにしか受けとめられません。３年も経っているわ

けですので、それなりに町民に浸透できている事業があってもいいじゃない

のかという感じがしております。 
 答弁の中で、ＪＡとか団体で物産の交流とかやっているようですけれど

も、そういった物産交流についてですが、特産品や物産、農産物、こういっ

たものについて具体的にどういう見通しを立てているものなんですか。ＪＡ

の方々とか、どういう感覚で今後捉えようとしているものなんでしょうか。

あわせて答弁願います。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 物産の交流ということで、主にじゅんさいのＰＲのほうを行っているわけ

でございますけれども、なかなか商業ベースの輸出となりますと、検疫の問

題が、かなりハードルが高くて、なかなかそういう商業ベースに乗れないの

が現状でございます。 

 今現在ＪＡのほうでも冷凍じゅんさいのほうが生産しておりますので、そ

こら辺のほうでこれから可能性があるのではないかと今は考えておるところ

でございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ９番。 
９番 （ 成田光一 ） 

 三種町農産物といえばやはりじゅんさいが出てくるわけなんですけれど

も、今冷凍じゅんさいの話が出ました。これは我が町特有のものだというふ

うに認識しているというか、技術がもう確立できている商品だと思うんで

す。そういったものをやっぱりもっと前に出てＰＲしていってもいいんじゃ

ないかというふうに思います。 

 台湾にはじゅんさいっていう農産物、農産品が、どういうふうに捉えられ

ているんですか。余りないというふうには聞いているんですけれども、どう

いう感覚なんでしょうか、台湾は。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
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 いずれ台湾のほうにはじゅんさいというものはないのかと思っております

が、いずれ中国産については台湾のほうに出荷されているかはちょっとわか

りませんが、いずれじゅんさいそのものについては台湾の方々には認識はな

いということでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ９番。 

９番 （ 成田光一 ） 

 そういうことであれば、なおさらのこと一所懸命頑張って、日本一のじゅ

んさいですので、世界にＰＲしていただけるチャンスだと思います。ぜひ頑

張っていただきたいというふうに思います。もちろんほかの農産品もいろい

ろあるんでしょうけれども、そういったのも合わせて何とか、せっかくの機

会ですので、もう３年もたっています。どうかひとつ形に、目に見えるもの

をやっぱりつくっていかないと、これまで一所懸命旅費とかかけてやってき

ている割にはどうも見えていないという素直な感じですので、質問させても

らっております。 
 さっき町長のほうからも、県とのトップセールスのことがちょっと出てい

ました。これまでトップセールスに同行しているっていうのは何回あるんで

すか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 平成２７年度から毎年継続して行っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ９番。 
９番 （ 成田光一 ） 

 毎年となるともう結構な回数、それなりの旅費を投入しているんだ、予算

を投入しているんだと思います。 

 当然、町の職員が同行して行っている話なんでしょうけれども、それもい

いんでしょうけれども、やっぱり民間の人がそろそろ出向いて形をつくって

いく時期になってきているんじゃないかいうふうに思います。 
 ぜひ、職員が同行してもいいですけれども、これまでせっかくお金をかけ

てここまで来ているわけですから、そのじゅんさいだけでなくいろいろな農

産物、ピックアップして、ＪＡとか提携して、ぜひこれからも進めていただ

きたいし、民間人とかセールス含めて同行できるような、そして農産物がど

んどん開けていくようなスタイルをつくっていただきたいものだと思います

が、その辺まだ考えていないでしょうけれども、町長これからどういうふう

な感覚で捉えていくのでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 
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町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えいたします。 

 台湾事業でありますけれども、正直申しまして今町長が個人的に、県の

トップセールスと同行して表敬訪問というのが今主な活動であります。 
 今後実際人的交流を進めるとなると、かなりの経費の負担だとかそういう

のもあると思います。そういうところも踏まえまして、これから将来に向け

てはいろいろな意味で考えていく時期にもなっているのかと思いますので、

つながりは当然大事なんですけれども、そういうところをしっかりキープし

た上で、どこまでの交流を図っていくのか。当然農産物だとかそういうとこ

ろはしっかりやっていければいいと思っておりますけれども、人の行き来の

部分では、観光ＤＭＯだとかそういうところともしっかり協力しながら進め

ていかなければいけないと。町単独でやっていくのはなかなか、そろそろい

ろいろな意味で考える時期でもあるのかとも思っていますので、これからま

ずＤＭＯの動きも含めてという形で、町が協力してそういう人的交流だとか

に絡めていけるのか、そういうのも検討していきたいと思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ９番。 
９番 （ 成田光一 ） 

 今まで３年間足を運んで、毎年県のトップセールスに同行してというの

は、もうそろそろ時期的には、やはり何回も言うとおりいいんじゃないかと

思います。やっぱりそういった人的交流、物的交流、予算かかるんでしょう

けれども、何のためにやるのかということを考えたときには、やっぱり予算

かけてもやるべきはやる必要があるというふうに思いますので、どうかひと

つ三種町を売っていくためにも何とか新しい方向で進んで行ければと思いま

す。どうか検討よろしくお願いします。 

 それから、教育長に１つ質問ですけれども、子供、小学校、中学生を対象

としたスポーツ交流であったり文化交流、こういったものというのは今まで

教育委員会の中で、この締結後話し合いというのはなかったものなんです

か。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 教育長。 

教 育 長 （ 鎌田義人 ） 

 これまではそういう話、話題に出ておりません。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ９番。 
９番 （ 成田光一 ） 

 ぜひ、将来の宝ですので、これを機会に台湾交流やるべきじゃないのかと

思います。中身については教育委員会のほうで揉んだ上で決めることになる

んでしょうけれども、やっぱりこういったチャンスを捉えて、子供たちにも

そういう世界を見てもらう機会があってもいいと思いますので、もちろん予
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算の絡みがあるのは十分承知していますけれども、やっぱりこういったこと

をちょっとせっかくの機会だから議論していただく場があってもいいのかと

思いますが、教育長どういうもんですか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 教育長。 

教 育 長 （ 鎌田義人 ） 

 今後スポーツ文化関係で検討してみたいと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ９番。 
９番 （ 成田光一 ） 

 ぜひ検討してください。前に向かう検討をしてください。よろしくお願い

します。 

 職員による訪問、何回も言いますけれども、職員が何度訪問しても友好交

流は前に進まないと思います。民間人が出て行って初めて形が出てくるのが

友好交流だと思いますので、その辺ぜひ踏まえて一つ前に向かって、一歩前

に進む気持ちでやってほしいと思います。この件につきましては以上で質問

を終わります。 
 次に、自治会からの要望の対応についてですけれども、この内容について

は私過去にも２度ほど質問をしております。大体中身はわかっているつもり

で質問させてもらったんですけれども、ずっと年間８，０００万円の予算措

置の中で、この自治会対応ということでやりくりしているように私見ていま

すけれども、この、さっきの可能な限り、対応可能な限りということで答弁

をいただいておりますけれども、やっぱり８，０００万円という額は担当課

として妥当な額だと思っていますか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 建設課長。 

建設課長 （ 進藤 敦 ） 

 お答えいたします。 
 ８，０００万円ですけれども、毎年度要望内容変わっています。 
 それで、まず我々事業課としましても、このぐらいあれば間に合うとかそ

ういう感覚は一切持っていませんので、幾らあれば間に合うとかそういう感

覚は今まで持ったことがございません。まず割り振られた予算の中で自治会

対応をしていくという考えを持って対応しております。 

 以上です。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ９番。 

９番 （ 成田光一 ） 

 その気持ちは十分わかりますけれども、先ほどの町長の答弁ですと４２．

８％それに応えているんだということのようです。半分はまずある意味町民

が我慢しているということになるのかなというふうに捉えざるを得ません。 
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 この間の７月、各地区に分かれて３回にわたって自治会長会議が開かれて

いますけれども、その辺でそういった、もっと補正してほしいとか、要望と

いうのは、またふえたとかそういうのはありましたか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 建設課長。 
建設課長 （ 進藤 敦 ） 

 お答えいたします。 

 さきにですけれども、その３０年度実績全体の４２．８％でございますけ

れども、これ要望件数総数の割合でございまして、当該年度５６件あったう

ち２８件が管理者の違い等対応できないとありまして、２８件を除けば対応

したパーセントは７７％になります。 
 それと、自治会長会議を終えての要望でございますけれども、３カ所あり

ましたけれども、予算をふやしてほしい等の要望はございませんでした。 
 以上です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ９番。 

９番 （ 成田光一 ） 

 私は去年にもこの質問をまずしたときに、要望の取り方を統一したという

ことで、今までのあいまいな回答で、何年も同じ要望を提出してもらうこと

はなくなったというふうに回答を得ていまして、そういった意味ではすごく

担当のほうで頑張ってくれているんだというふうには思います。 

 ただ、毎年やっぱりこの要望というのはさっき言ったとおり、課長からも

あったとおり毎年その要望内容が変わるわけです。毎年ふえてくるわけです

よね。ある予算の中でやっぱり対応せざるを得ないっていう現状は当然答弁

の中でもわかりますけれども、実は平成２９年６月の、当時の町長の答弁

ちょっとあったんですけれども、これを私質問した中で答弁してもらってい

るんです。精査して、８，０００万円から４，０００万円ふやして１億２，

０００万円にしたかったんだけれども、財政のほうから削られたので結局

８，０００万円の経緯になったというふうに、これ平成２９年６月の町長答

弁なんです。 

 中身的に大変だというのはわかりますけれども、こういったことも踏まえ

ると、やっぱり必要なものはもうちょっと、精査の仕方いろいろあるんで

しょうけれども、精査を変えることができて、ここに予算をもっと持ってく

ることができるのであれば、同じ全体の枠の中でやりとりできる部分だと思

うし、何よりも自治会からの要望というのは町民の幸せのために大事な部分

ですので、ぜひ予算をふやすことを考えていただけないものでしょうか。 

 ある８，０００万の中で今やりくりしているという答弁がありました。

もっとふえてもその中でやりくりできるという話だと思います。どういうも

のですか、町長。町長からひとつお願いします。 
議  長 （ 金子芳継 ） 
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 町長。 
町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えをいたします。 
 予算の枠をふやすということなんですけれども、これは総額の中で、また

来年度に向けていろいろ検討させてください。 
 今上げるとかということは、ちょっと現場のほうともいろいろ相談しなが

ら決めていきたいと思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ９番。 
９番 （ 成田光一 ） 

 精査してやりくりできるものなら、どうかひとつ町民の要望、幸せのため

ですので、頑張ってみていただきたいと思います。 

 以上で質問を終わります。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ９番、成田光一議員の一般質問を終わります。 
 次に、２番平賀真議員の一般質問を許します。２番、平賀真議員。 

２番 （ 平賀 真 ） 

 それでは、私から、さきに通告しております次の２点について、町長の考

えを問いたいと思います。 
 １点目でございます。 
 選挙公約の進捗状況をお伺いいたします。 

 初当選後早１年４カ月が過ぎましたが、現在の心境をお伺いいたしたいと

思います。 

 昨年、立候補に当たりさまざまな公約を提示されましたが、実現に向けて

の進捗状況をお伺いいたします。 
 平成３０年度の決算、平成３１年度の予算執行状況を精査し、令和２年度

の予算編成がご自身の考えを発揮していく初年度になると思います。これか

らの町づくりにかける思いを改めてお伺いいたします。 
 ２点目でございます。 
 国、県、市町村等との連携をお伺いいたします。 

 町長就任以前は国会議員秘書を２６年間務められ、国、県、市町村、各種

団体と深いつながりを築かれてきたはずであります。三種町発展のためには

貴重な財産であると思います。 

 町長就任以来、人脈を生かし、どのような活動を展開されてきたのかお伺

いいたします。また、これからどのように生かしていくのか具体的に教えて

いただきたいと思います。 

 以上で壇上からの質問を終わります。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ２番、平賀真議員の壇上での質問が終わりました。 
 当局の答弁を求めます。町長。 
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町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、平賀真議員のご質問にお答えをいたします。 

 まず、就任以来１年４カ月を経過しての現在の心境とのことですが、改め

て三種町には急いで取り組まなければいけない多くの課題があり、町民の皆

様の負託に応えていくためには、より慎重な判断が求められていることを痛

感しております。町内の自治会や団体の皆様と接する機会の中で多くのご意

見やご提言を頂戴し、中長期的な視点で取り組まなければならない課題、早

急に対応しなければならない要望等をしっかりと見極め、職務に当たってま

いりたいと考えております。 
 公約の進捗状況とこれからの町づくりについてでございますが、町民の生

活を守る住環境の整備や災害に強い安全なまちづくりのためのインフラ整備

ということで、こちらのほうでは町営住宅の建てかえ工事や三種川河川改

修、そして五城目能代線拡幅工事、国道７号歩道拡幅工事等に進展がみられ

ております。高齢者の日常生活の環境改善には、地域の皆様のご協力によ

り、共助団体によるふれあいバス・巡回バスの運行がいよいよ始まります。

この事業が地域に定着し、生活の移動手段・買い物支援の一助になるように

期待をしております。 
 また、基幹産業である農林業を含め観光などの産業振興については、観光

資源である森岳温泉・石倉山公園の整備に対し、活性化協議会からの提言を

もとに、歌の集い等のイベント開催、それと日本クアオルト協議会大会に関

連して公園管理棟や周辺の環境整備を進めてまいりました。また「ゆうぱ

る」の改修を急ぐとともに、にぎわい創出のために新規出店を促すべく、新

しい助成事業も創設していかなければならないと考えております。さらに、

能代山本広域で観光ＤＭＯ「あきた白神ツーリズム」を立ち上げ、インバウ

ンドへの取り組みも始まっております。この圏域の中で三種町の役割をしっ

かり果たしていかなければならないと思っております。 

 農業関係では、これまでの特産品の生産・販売を堅持しながら、もうかる

農業経営を確立するためにも、将来のスマート農業も視野に入れた農業基盤

の整備が必須であると考えております。 
 未来を担う子供たちへの教育の充実を図るためにも、小・中学校や保育園

の統廃合も少子化、施設の老朽化の中で避けては通れない課題であると思っ

ており、将来の教育環境を見据えて取り組まなければならない重要な時期に

来ていると認識しております。 

 いずれにいたしましても、町の財政状況が今後さらに厳しくなると予測さ

れる中で、各種事業のよいところは継続し、見直すところは見直し、限られ

た財源の中で選択と集中による優先度を考慮しながら「町民の皆様が住んで

よかった、暮らしてよかったと思われるまちづくり」を目指して頑張りたい

と思っています。 

 そして、職員の皆さんが意欲的に職務に取り組める環境づくり、役場づく

りにも努めてまいります。 
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 続きまして、国、県、市町村との連携についてのご質問でございますが、

これまで国や県に対しての要望活動、それから町単独で行っている要望・陳

情活動では、各官庁の要人との面会を含め、効果的な活動ができているもの

と考えております。また、町の事業推進に必要となる的確なご助言等もいた

だいております。 
 今後は、能代山本の広域連携はもちろんのことですが、県北地域、三種町

においては男鹿市や南秋田郡とも連携が必要であります。人口減少・少子高

齢化が進み、それぞれの自治体が単独では厳しい時代となってきます。将来

に向けて市町村間の連携を構築するために人材育成にも取り組んでいきたい

と、このように考えております。 
 以上です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 当局の答弁が終わりました。 
 ２番、平賀真議員の再質問を許します。２番、平賀真議員。 

２番 （ 平賀 真 ） 

 それでは１点目の質問の再質問を行いたいと思います。 

 毎日本当に激務に追われて、休む暇のない日々を送っているのは十分理解

しております。 

 今回３０年度の決算書が出ましたけれども、これはあくまで数字ですの

で、それぞれの課で、予算の支出の結果によって対費用効果というか、言っ

てみればその事業の実績といいましょうか、例えばこれまで三種町では子育

て支援事業ということで、出産に対しても補助をあげ、また高校生までの医

療費無料とか給食費、それぞれさまざまな形で子育て世代に援助をしてきま

したが、その結果、子供の出生数がふえたのかどうか。また、若い世代が、

こういった補助は大変有効に生かしたいということで、転入をしてきた若い

所帯があるのかどうか、そういった点を今後検証していくべきかと思いま

す。 
 そういったものを、先ほど、よいものは続け、見直すものは見直すという

ことでございました。この中でありましたように、地方交付税が減額になっ

て、このままいきますと毎年毎年３億円近い減額になっていくと、当然予算

の執行規模が小さくなるということでございます。各自治会からもさまざま

な要望を各種団体からもありますように、今率直に３０年度の決算書を町長

見て、ずっと精査してみたと思いますが、その決算のほうの感想そのものを

少しお持ちでしたらお聞かせください。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 昨年一年の決算書、昨年の９月議会でもその前の年のを見ているんですけ

れども、本当に各事業にわたって手広く、いろいろ事業を行っていることで

あります。本当にこれが、本当に全ての町民の方々に有効に使われているの
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かということをいろいろ自問自答しながら見るわけでありますけれども、い

ろいろな要望にしっかり応えていくということはなかなか難しいことだと

思っております。 
 昨年からなるべく予算をふやさないようにということで、いろいろ当局の

ほうも頑張っていただいておりますけれども、これから先やはりどんどん縮

小するであろう予算を本当にどうやって使うのか、これからは難しい事業選

択が待っているんだろうと、そのように思っております。 

 そういう意味でも、いろいろな要望をしっかり受けとめるのは当然であり

ますけれども、できないものは残念ながらできないと言わざるを得ないとき

もあるのかと、そう思っております。 
 いずれこれからしっかりもう一度決算書を見直して、来年に向けて頑張っ

ていきたいと思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ２番。 
２番 （ 平賀 真 ） 

 今年度、今までさまざまな町民のためにということでいろいろな事業を

やっていましたが、今回１００歳の祝い金を初めて減額といいましょうか、

言ってみれば、もしかしたら来月１００歳でもらえる、この額をもらえると

思った人が非常にショックを受けた場合もあるかもしれませんが、そういっ

た限られた予算を縮小していくということは、そういった痛みを伴うと。

言ってみれば、町長にとっては身を切る思いと言いましょうか、そういった

厳しい覚悟で予算の執行をしていかなければならないかと思います。 
 それで、中で、これ令和２年度の予算の参考的にお話ししますけれども、

やはり言ったように対費用効果というものをクアオルトでいうと、この平成

３０年度のを簡単に計算すると、ソフト関係だけでも１，０００万円を超え

ているようでございます。クアオルトの目標というのは、将来的には町民が

健康で、要は医療費のかからない削減と言いますけれども、ソフト事業だけ

で１，０００万円を超えているというのは、果たしてそれが将来につながる

のかという、そういったところも大きな検討の余地があるかと思います。 
 クアオルトだけではございません。この予算を見ると、補助金に関係して

も本当にもうギチギチと言いましょうか、もう前年踏襲という形で、こう

いった各種団体、各種事業の補助金に対しても、今がこれだけ、もう将来、

あと１０年後は、もしこの財調が全部マイナスに当てはめていくと基金がゼ

ロになるというのも推計で出ていますので、そういったことを、町民の方々

に理解を得るような形で、お互いにこの町が、子供たちが安心して暮らせる

ようなまちづくりのためにはどうしても痛みも必要だということを、事ある

ごとにまた知らせていく責任も町長にはあるかと思います。 
 そして、毎年交付税が削られる中、財源の確保ということで、これ新聞等

を見ますと、町の場合はほとんどが銀行の預金で、言ってみれば利息が０．

０１％の中で運用しているかと思いますが、ほかに運用の仕方とか検討され
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た経緯はあるのでしょうか。その点をお願いいたします。基金の運用です。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 会計課長。 
会計課長 （ 平澤仁美 ） 

 お答えいたします。 
 基金の運用につきましては内部で話し合っている、昨年度あたりからいろ

いろ話し合っている状態で、今年度につきましても、その運用をどう進めて

いくかについてこの後検討をする会を持ちたいと考えております。 
 以上です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ２番。 
２番 （ 平賀 真 ） 

 同僚の安藤議員も以前基金の運用について、当局に対して、株でしたか、

そういうふうな株の運用とか、言ってみれば果実が生じるような運用をして

はという提言があったようでございますけれども、新聞等を見ますと、大館

市では基金の運用を債券にシフトということで、国債等をやって、基金が１

１１億ですか、ある中の３０億円を使って年間６，０００万円の収益を得て

いるというふうな報道を目にしたことがございます。 

 うちのほう、町のほうでは３３億円が、これができるような額だと思いま

すけれども、そういった形で、３３億じゃないな。その基金のところを、財

調が３８億円になりますか、そういった形で、全額は当然無理ですけれど

も、そういった形で、もちろん国債の場合はリスクはないと思いますので、

そういったことを職員の意見を聞きながら、執行部のほうで検討してみては

いかがでしょうか。ぜひ検討してもらいたいと思いますが、課長のお考えは

ございますでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 会計課長。 
会計課長 （ 平澤仁美 ） 

 そうですね。今議員がおっしゃるように、他町村の動向など見極めた上

で、我が町でもやはりそういう、この低金利時代において、ほかの運用の仕

方っていうのを積極的に考えていくときだと考えております。 
 以上です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ２番。 

２番 （ 平賀 真 ） 

 というか、それぞれ銀行とのお付き合いもあるかもしれませんけれども、

やはりこういったお預かりしているお金をきちんと運用して果実を得るとい

うのも、またそれぞれ役場の務めかと思いますので、前向きに検討していた

だければと思います。 
 あと、町長の公約の中で、やはり当然町長の公約というのは町長になる前
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の公約ですので、当然なってからこの１年４カ月の間で、これはちょっと実

際とはそぐわないとかそういうところも出てくるかと思います。 

 一番ちょっと私は町長の、選挙管理委員会でつくった選挙公報で、具体的

に一つあるのがありまして、琴丘地区への土床体育館建設をという、これが

俗にいう箱物の提言でございましたけれども、これに対しての今現在のお考

えがございましたらお聞かせください。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 
町  長 （ 田川政幸 ） 

 就任してから、正直言ってまだそこまでの検討はしておりません。 
 ただ、地元の方々ともう一度お話をしながら方向性を決めていきたいと

思っております。 

 以上です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ２番。 
２番 （ 平賀 真 ） 

 これまでの予算を見直して、新たにまた新規事業を起こすというのは大変

なことだと思いますけれども、先ほどは合併特例債がまだあるようでござい

ますし、この公約というのは４年間でできるもの、できないもの、また、や

はり無理なものとかあると思いますので、こういったものを、やはりきちん

と方向性を持ちながらやっていただければと思います。 

 町の厳しい状況はもう十分にご理解なさっておるようでございますので、

先ほど言いましたように見直すところは見直す、優先順位というのは、やは

り職員との対話もですが、議会との対話というのも、町民との対話が一番で

すけれども、町民から受け取ったものを、職員の間で共通の認識を持って、

そして議会とも共通の認識を持って、町が少しでもよりよく住みやすい町に

なるよう鋭意努力していただければと思います。 
 あとは、２点目のほうになりますけれども、この本当に人とのつながりと

いうのは、これは誰にでもできることではなく、これまでの培ったことが生

かされていくことだと思いますので、遠慮することなく、これはご自身が築

かれた人脈と言いましょうか、築き上げてきたものですから、これは県内の

市町村長も皆さんそれぞれのつながりはお持ちかと思いますけれども、やは

り広域的な発想にかけながら、少しでも我が町に利することも少しは重く受

けとめながら、なおかつまたスクラムを組んで頑張っていただければと思い

ます。 

 では、こういった財源確保のためにさまざまな活動と平成２年度の予算の

組み、今からもう心して、痛みを伴うものであったら早目に、突然ドンとこ

ういうんじゃなくて、そういうような形で、下地を組みながらこういった形

でやっていくべきかと思います。 
 令和２年度、これからの予算編成なのは十分わかっておりますけれども、
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もし今これからのまちづくりにかける思いと、令和２年度の予算編成にかけ

る思いがございましたら、今一度お聞かせください。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 
町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えをいたします。 

 繰り返すようであれですけれども、やはり地域の皆さんの要望にはしっか

りと応えたいというのがまず一つあります。その中でもやっぱりできないも

の、できるもの、ありますので、やっぱり基本は選択と集中なんだろうなと

思っておりますので、それをまず翌年に向けてしっかり精査して、自分のカ

ラーが出せるような予算を組んでいければいいかなと思っておりますので、

よろしくお願いいたします。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ２番。 
２番 （ 平賀 真 ） 

 それでは、先ほども言いましたけれども、各事業の対費用効果を見極めな

がらの、事業そのもの、また補助金に対しても見直しをかけるような形でよ

ろしくお願いいたしたいと思います。 

 以上で終わります。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ２番、平賀真議員の一般質問を終わります。 

 次に、３番、伊藤千作議員の一般質問を許します。３番、伊藤千作議員。 
３番 （ 伊藤千作 ） 

 それでは、一般質問を行います。 

 第１として、保育園の給食副食費の負担軽減策にと、学校給食費の完全無

料の実施についてであります。 

 幼児教育・保育の無償化がこの１０月から実施予定ですが、保育園給食費

の負担の取り扱いが焦点となっております。副食材料費、これは国基準で

４，５００円ですが、公的給付の対象から外され、保育施設が実費徴収する

ことになります。国は無償に伴い、年収３６０万円以下の世帯を副食材料費

の免除対象としましたが、年収３６０万円超の世帯は新たな負担となりま

す。 

 横手市は県助成に上乗せして給食、副食費無料とする旨の新聞報道があり

ました。国の方針は生活保護世帯、第３子以降に加え、年収３６０万円以下

の世帯の副食費を免除する内容であります。秋田県は、世代年収等に応じ、

月額４，５００円を上限に助成する。そして、横手市は独自助成で所得制限

をなくし、全世帯無料にする内容となっております。三種町も県助成に独自

上乗せで給食副食費は無料にする方針と聞いておりますが、その対応等につ

いてお伺いいたします。 

 次に、学校給食費の完全無料化についてであります。 
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 今、学校給食費無料化は全国の流れであります。県内でも、八郎潟町、東

成瀬村に続いて、当三種町でも第１子・第２子は半額減免及び第３子以降は

全額免除にしております。これを完全無料にして、子育て応援を充実して

いったらどうでしょうか。 
 次に、町道等の側溝改良、ふたの設置についてであります。 
 琴丘地域の側溝改良、ふたの設置事業は大分進んできております。現在

は、浜村地域で秋田進行方向の右側の工事を行なっております。これは、つ

い二、三日前に完成したようです。今後も未改良地域の計画を立てて進めて

いくべきだと思います。 
 浜村地域の今工事やっている反対側、要するに左側、これの改良。これも

この１０日ごろから何かとりかかっているようでありますけれど、新屋敷

は、南地域はほとんど完了しておりますけれど、北地域の一部分がまだ未整

備でなっております。その改良と、鹿渡地域の渡一商店の手前のごく一部分

がまだ残っております。あと、山谷集落入口付近も未整備ですので、改良計

画を立てて取り組んでいったらどうでしょうか。それで新屋敷から山谷地域

の町道の幹線道路の側溝改良は完了します。通学児童や住民の安全通行に大

きく寄与することは間違いありません。 
 改良を望んで、壇上での質問とします。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ３番、伊藤千作議員の壇上での質問が終わりました。 
 当局の答弁を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、伊藤千作議員のご質問にお答えいたします。 

 「保育園の給食副食費の負担軽減策」と「町道等の側溝改良・ふたの設置

について」のご質問に私からお答えし、「学校給食費の完全無料化の実施」

については後ほど教育長のほうからお答え申し上げますので、ご了承くださ

るようお願い申し上げます。 
 初めに、保育園の給食副食費についてでございますが、議員ご質問のとお

り、国では幼児教育・保育の無償化に伴い、３歳から５歳児の副食費用、い

わゆるおかず、おやつ代などを実費徴収としたところでございます。 

 この決定により、県ではすこやか子育て支援事業制度の拡充を行い、年収

に応じ２分の１、４分の１の割合で副食費の助成を行うことにしておりま

す。 
 それに伴いまして、町では県のすこやか子育て支援事業にさらに単独の上

乗せ助成を行うという方針から、今定例会に関係する補正予算を上程し、９

月３日に議員の皆様から可決していただいております。 

 助成方法といたしましては、月額４，５００円を上限とし、所得制限を設

けず、全世帯を対象に副食費を助成するという内容となっております。 
 町立４保育園と鵜川並びに浜口保育園については上限額の範囲内に収まる

見込みであり、また町から保育園に対し直接助成を行いますので、保護者か
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らの副食費の徴収はありませんが、幼稚園や他市町村への広域入所の場合な

どは、保護者から通園施設に一旦副食費を支払っていただき、後日町から保

護者の皆様へ助成交付する償還払いの方法をとることにしております。 
 １０月１日からの円滑な施行に向け、この後各保育園、幼稚園並びに保護

者の方々への制度周知に努めてまいりますので、ご理解のほどよろしくお願

いいたします。 

 続きまして、町道の側溝改良についてのご質問にお答えします。 

 現在、浜村地域におきまして、秋田市方向に向かって右側の改良工事を実

施しており、その後左側１２０ｍを改良する計画としております。また、新

屋敷の北部未改良箇所につきましては、９月３日から１２月１３日までの工

期で側溝改良工事を発注しております。 
 今後の計画でございますが、来年度は浜村地域の秋田市方向左側、今年度

改良した続きを施工し、その後鹿渡駅入り口付近、一本木地域の側溝改良を

実施する計画としております。 
 引き続き通学における安全へ配慮し、計画的に整備してまいりますので、

ご理解をお願いいたします。 

 私からは以上です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 教育長。 

教 育 長 （ 鎌田義人 ） 

 それでは私から、「学校給食費の完全無料の実施」についてにお答えいた

します。 
 平成２６年度に、小学校及び中学校に在学する第３子以降の児童生徒の学

校給食費の全額免除を実施いたしました。平成２７年度からは減額制度の対

象をさらに拡大し、第１子及び第２子は半額、第３子以降については全額を

免除することといたしております。 
学校給食法では、給食センターの施設や設備の維持管理費と運営に伴う調理

などの人件費は自治体負担、それ以外の食材費は保護者が負担することと定

めております。 
 本町で小中学校の給食費を完全無料化した場合、平成３１年４月の児童生

徒数から算出しますと、現在の減額分２，４２０万２，０００円と、さらに

保護者負担分１，８０６万８，０００円が必要となり、総額４，２２７万円

が町の負担として試算されます。 

 子育て環境の充実や定住促進等の観点から、学校給食費完全無料化を実施

する自治体がふえていることは認識しておりますが、今後の児童・生徒数の

推移、町の財政状況や近隣市町村の動向を見据えながら検討してまいりたい

と考えておりますので、ご理解賜りますようお願い申し上げます。 
 以上です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 当局の答弁が終わりました。 
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 ３番、伊藤千作議員の再質問を許します。３番。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ３番。 
３番 （ 伊藤千作 ） 

 この保育園の給食の副食費、これは当初何か大々的に出たのが、横手市が

もう県内で初めて助成するというふうなことで、新聞報道が大きく出まし

た。 

 全国的にはどうなのかということで、みんなかなりこれには力を入れて今

やっているところで、県内もこの間、新聞報道ではかなりのところがこの副

食費無償にということで、１５市町村に広がっているというのが出ました、

報道で。これは大変いいことで、国基準で新たに月４，５００円もかかるん

だったらもうこれ父兄の人は大変な状況だろうというふうに思っておった

ら、こういうふうに三種町もいの一番でこれに助成をしていくというふうな

ことで、大変結構なことだろうというふうに思っております。 
 これ、あれですか。県が２分の１助成、３６０万円以上の部分、６４０万

円以上の年収の方々は４分の１助成で、町はそれ以外のところでの負担で

しょう。これはどのぐらいの負担になるんですか、もしやらなかった場合に

は、金額として。もうやるんだけれども、この減税に当たる分の金額はどの

ぐらいになるんですか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 福祉課長。 

福祉課長 （ 加賀谷司 ） 

 県が２分の１といいましても、その２分の１は町が持っておりますので。

その残りの２分の１が単純に今回無償化する、完全無料化するための町の単

独の上乗せ助成ということになります。 
 それにつきましては、３歳から５歳児の公立保育所を除く私立保育園に入

園している年収３６０万円以上の世帯の子どもを約８０名と推計しておりま

して、それに４，５００円を掛けますと６カ月で２１０万円ほどの、９月補

正に計上した額でございます。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ３番。 
３番 （ 伊藤千作 ） 

 わかりました。 
 これはこれで、何か新聞報道によるとやらないところもあるようですよ

ね。秋田市あたりは全然やらないと。（「やるようです」の声あり）やるこ

とになったんだ、それも。本当。失礼しました。やることになったそうで

す。それはまずそれであれです。 
 学校給食の無料化、かなり頑張って第３子以降の無料、そして第１子、２

子が半額ということでずっと来ておりますけれども、これを完全無料にす

るっていうふうなことになると、今教育長が答弁されました。今の時点で
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２，４２０万円の補助額に、新たに１，８００万の予算が伴うというふうな

ことでありました。 

 これ、やっぱり学校関係、給食も含めて、義務教育は無料化という大きな

流れの中で、やはり給食も教育の一環ですから、そこにやっぱりきちんと踏

み出していくということは今後必要なことだろうと、予算の関係もあります

し、人数もこれからは残念ながらもうどんどんふえるという方向では、なか

なか状況はないようで、減らないことは望みますけれど、そういう面では大

幅にふえていくというふうな方向ではないだろうし、今後教育は無償という

立場で、ぜひこの給食費を無償化するっていうところを十分に検討して、今

後そういう方向に、いつかやれるところまで、町長の公約の数々、いろいろ

ある中での一つにこれやっていければ、大した、いいのではないかと。そこ

を期待しながら、一応、まずぜひ完全無料化に踏み出すようにしてもらいた

いということを要望しておきます。 
 側溝改良ですけれど、今答弁のあった、じゃあ新屋敷はまず今取り掛かっ

て、浜村は、ここ左側のほうはきのうあたり、おとといあたりから何か見た

らとりかかっていたようです。この質問通告を出すときはまだであったの

で、そのようです。 
 何であそこ、角の渡一商店のあのわずか何メートルですか、わずかな部

分、あそこだけなぜ抜けたのかちょっと経緯がわからないんですけれども、

あのちょうど子供が通学路になるところなんです。そういうことなので、ぜ

ひともあそこは早急に側溝改良を、今町長の答弁でもやるというふうなこと

でしたので、ぜひ早めにやっていただきたいと。 
 一本木のことも今出ました。私、幹線道路をずっと山谷までということに

なると、山谷の信号の入り口、あの辺まだちょっと整備になっていないんだ

よね。山谷集落に入る。あそこちょっと完全にやり出せば、あの幹線道路も

全てが側溝、ふたが、安全対策が非常にいいと、大きな安全通行に寄与する

ということなので、課長、そこのところも十分、今後やる方向で検討してみ

たらいかがでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 建設課長。 

建設課長 （ 進藤 敦 ） 

 お答えいたします。 

 ただいま伊藤議員おっしゃった旧琴丘公民館前、あそこの部分は側溝が落

ちふたに対応した側溝が入ってございますので、工事が必要ございませんの

で、ふたを購入すればすぐかけることは可能でございます。 
 以上です。（「終わります」の声あり） 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ３番、伊藤千作議員の一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 
 本日はこれで散会いたします。 
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 ご苦労さまでした。 
  

 

                          午後２時５７分  散 会 
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